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付属品

D C電源コード 1  

マーカー用コード • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1  
・基準周波数の校正をするときに使用します。

ヒューズ（電源コード用）

Sタイプ：25A . . . . . . . . . . . .・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1  

D タイプ：l OA .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  1  

V タイプ：5 A .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  1  

ヒューズ（内部回路用）：4 A .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  1  

7ピンコネクター . . . . . . . . . . .・圃・・・・・・・・・・・・ 1  
・REMOTE( l J モート）コネクター用です。

ボリューム調整用つまみ • • • • • • • • • • .. .. • 1  
・ケース左側面のvoxゲイン、アンチvox
ボリュームを調整するときに使用します。

通信機国内営業所・サービス所在地一覧表 • • 1  

保証書

取扱説明書

1  

1  

※ ダンボール箱などは、移動の時や、ア
フターサービスのご依頼時などのた
めに保管しておいてください。
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1. ご使用の前に・・・必ずお読みください。

火災、感電やけがを防ぐために、以下の注意事項をお守りください。

1. 直射日光の当たる場所や、熱器具の近くに置か 5. ケースやパネノレを外さないでください。
ないでください。

2. 花瓶など、水の入った容器を置かないでくだ、さ 6. 金属類や燃えやすいものを通風穴などから入れ
ないでください。

3. 風通しの悪い所に置かないでください。 7. クリーニングのご注意

4. ほこりや湿気の多い所に置かないでください。

①お手入れの際は、 DC電源コードを抜いてく
だきしユ。

②シンナーやベンジンなどで拭かないでくださ

③汚れのひどいときは、水で薄めた中性洗剤を
ご使用ください。



2. 定格
定格 TS- 450 

仕様 モデル TS- 450S TS- 450D TS- 450V 

電波型式
A3J ( LSB,  USB) ,  Al ( C羽T), A3( A孔1), F3( F乱1),
Fl ( FSK)  

メモリーチャンネル数 100 

アンテナインピーダンス 500 
一 アンテナチューナー使用時20～1500（送信のみ）

電源電圧 DC13. 8V土15%
般

接地方式 マイナス接地

受信（無信号時） 2 A 
イ士 消費電流

送信（最大） 20. 5A I OA 5 A 

様 使用温度範囲 I0°C～＋50℃ 

周波数安定度（－ 10℃～十50℃において） ±10× 10-6以内

周波数確度（室温において） ±10× 10-6以内

寸法［幅× 高さ× 奥行き］ 270× 96× 305mm 
）内は突起物を含む (280× 107× 340mm)  

重量 約7. 5kg( AT付き）、約6. 3kg( ATなし）

160mバンド 1. 9075 ～ 1.9125 MHz  
80mバンド 3.5 ～ 3.575 MHz  
75mバンド 3.791 ～ 3.805 野1Hz
40mバンド 7.0 ～ 7.1 MHz  
30mバンド 10.1 ～ 10.15 MHz  

送信周波数範囲 20mバンド 14.0 ～ 14.35 MHz  
17mバンド 18.068 ～ 18. 168 MHz  
15mバンド 21.0 ～ 21.45 MH z  
12mバンド 24.89 ～ 24.99 MH z  
10mバンド 28.0 ～ 29.7 MH z  

送 SSB, CW,  MA X  l OOW 2 5W I OW 
F S K , F M MI N 20W.以下 5W.以下 2 W以下1.9～ 

信 24. 5MHz MA X  4 0W I OW 4 W 
A M  

MI N 2 0W以下 5 W以下 2 W以下

部 送信出力
( AUT O/ T HRU SSB, CW,  MA X  I OOW 2 5W I OW 
スイッチは F S K , F M MI N 2 0W以下 5 W以下 2 W以下
T HR Uの位置） 28MHz  

MA X  40W l OW 4 W 
A M  

MI N 2 0W以下 5 W以下 2 W以下

S S E  平衡変調

変調方式 F M  リアクタンス変調

A M  低電力変調

スプリアス発射強度 - 50dB以下

搬送波抑圧比（変調周波数1. 5kHz) 40dB以上

定格 TS- 450 

仕様 モデル TS- 450S TS- 450D TS- 450V 

不要側波帯抑圧比（変調周波数1. 5kHz) 40dB以上

送 最大周波数偏移（FM) 士5kHz以下

｛言 送信周波数特性（SSE) 400～2600Hz ( - 6dB以内）

l OHzステップ時 土1. l kHz
部 X I T可変範囲

20Hzステップ時 ±2. 2kHz 

マイクロホンインピーダンス 6000 

受信方式 トリプルコンパージョン方式

受信周波数範囲 500kHz～30MHz  

中間周波数 第1: 73. 05MHz、第2: 8. 83MHz、第3: 455kHz 

SSB, CW,  
500kHz～1. 62MHz 12dBμ( 4μV）以下F S K  

( l OdB 1. 62MHz～21. 5MHz - 14dBμ( 0. 2μ V）以下
( S+ N) / N)  

21. 5MHz～30MHz  - 18dBμ (0.13μ V）以下
感度

500kHz～1. 62MHz 30dBμ (32μ V）以下
A M  
( IOdB 1. 62MHz～21. 5MHz 6dBμ( 2μV）以下
(S十N) /N) 21. 5MHz～30MHz  2dBμ( l . 3μ V）以下

F M  

~ 
( 12dB 28MHz～30MHz  12dBμ(0. 25μ V）以下SI NAD)  

SSB, CW, F SK - 6dB: 2. 2kHz,  - 60dB: 4. 4kHz 
信

選択度（初期設定値） A M  - 6dB: 5kHz,  - 50dB: 18kHz 

F M  - 6dB: 12kHz,  一50dB: 25kHz
部

イメージ妨害比 70dB以上（1.8～30MHz )

第1中間周波妨害比 70dB以上（1.8～30MHz )

ノッチフィルター減衰量 20dB以上

l OHzステップ時 ±1. l kHz 
RI T可変範囲

20Hzステップ時 士2. 2kHz

SSB, C羽T,
500kHz～1. 62MHz 26dBμ( 20μ V ）以下スケルチ F S K , AM 

感度 1. 62MHz～30MHz  6dBμ( 2μV）以下

F乱f 28MHz～30MHz  - 12dBμ( 0. 25μ V）以下

低周波出力 1. 5W( 80、10%ひずみ時）

低周波負荷インピーダンス 80 

ご注意
1. J AI A（日本アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法による。
2. 定格は技術開発に伴い変更することがあります。
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定格 TS・690

仕様 モデル TS- 690S TS・690D TS- 690V 

電波型式 A3J ( LSB,  USB) ,  Al ( CW) ,  A3( AM) ,  F3( FM) ,  
Fl ( FSK)  

メモリーチャンネル数 100 

アンテナインピーダンス
50Q 

一 アンテナチューナー使用時20～150Q（送信のみ， 50MHz帯は除く）

電源電圧 DC13. 8V ±  15 %  
骨量

接地方式 マイナス接地

受信（無信号時） 2 A 
イ士 消費電流

送信（最大） 20. 5A l OA 5 A 

様 使用温度範囲 10℃～＋50℃ 

周波数安定度（－ 10℃～＋50°Cにおいて） ±10× IQ- 6以内

周波数確度（室温において） ±10× IQ- 6以内

す法［幅× 高さ× 奥行き］ 270× 96× 328mm 
）内は突起物を含む (280× 107× 351mm)  

重量 約8. 2kg( ATイ寸），約6. 9kg( ATなし）

160mバンド 1. 9075 ～ 1. 9125 MH z  
80mバンド 3.5 ～ 3.575 MH z  
75mバンド 3.791 ～ 3.805 MH z  
40mバンド 7.0 ～ 7.1 MH z  
30mバンド 10.1 ～ 10.15 MHz  

送信周波数範囲 20mバンド 14.0 ～ 14.35 MH z  
17mバンド 18. 068 ～ 18. 168 MH z  
15mバンド 21.0 ～ 21.45 MH z  
12mノf ンド 24.89 ～ 24.99 MHz  
10mノf ンド 28.0 ～ 29.7 MHz  
6 mバンド 50.0 ～ 54.0 MH z  

SSB, CW,  MA X  l OOW 25羽f l OW 
F SK, F乱f MI N 2 0W以下 5 W以下 2 W以下1.9～ 

送
24. 5MHz 恥1 AX 4 0W l OW 4 W 

A M  
MI N 2 0W以下 5 W以下 2 W以下

信
送信出力
( AUT O/ T HRU SSB, CW,  MA X  l OOW 2 5W l OW 
スイッチは F SK, F乱f MI N 2 0W以下 5 W以下 2 W以下

部
T HR Uの位置） 28MHz  

MA X  4 0W l OW 4羽「
A M  

MI N 2 0W以下 5 W以下 2 W以下

SSB, CW,  MA X  5 0W 2 5W l OW 
F S K , F M MI N 

50MHz  
l OW以下 5 W以下 2 W以下

恥1 AX 2 0W l OW 4羽f
A M  

MI N l OW以下 5 W以下 2 W以下

S S B 平衡変調

変調方式 F乱f リアクタンス変調

A M  低電力変調

スプリアス発射強度 H F帯： 50dB以下 50MHz帯： 60dB以下

搬送波抑圧比（変調周波数l . 5kHz) 40dB以上

6  

仕様 モデル TS- 690S TS- 690D TS- 690V 

不要側波帯抑圧比（変調周波数l . 5kHz) 40dB以上

送 最大周波数偏移（FM) ±5k Hz以下

信 送信周波数特性（SSB) 400～2600Hz ( - 6dB以内）

l OHzステップ時 ±1. l kHz 
部 X I T可変範囲

20Hzステップ時 ±2. 2kHz 

マイクロホンインピーダンス 6000 

受信方式 トリプルコンパージョン方式

受信周波数範囲 500kHz～30MHz  50MHz～54MHz  

中間周波数 第1: 73. 05MHz、第2: 8. 83MHz、第3: 455kHz 

SSB, C羽人
500kHz～1. 62MHz 12dBμ( 4μV）以下F S K  

( l OdB 1. 62MHz～21. 5MHz - 14dBμ( 0. 2μ V）以下
( S+ N) / N)  

21. 5MHz～30MHz  - l SdBμ( 0. 13μ V）以下
感度

50MHz～54MHz  - 18dBμ( 0. 13μ V）以下

500kHz～1. 62MHz 30dBμ( 32μ V）以下
A M  
( l OdB 1. 62MHz～21. 5MHz 6dBμ( 2μV）以下
( S+ N) / N)  21. 5MHz～30MHz  2dBμ( l . 3μ V）以下

受 50MHz～54MHz  2dBμ( l . 3μ V）以下

F M  28MHz～30MHz  12dBμ(0. 25μ V）以下
信 ( 12dB 

SI N AD)  50MHz～54MHz  - 12dBμ( 0. 25μ V）以下

音E
S SB, CW, F SK - 6dB: 2. 2kHz以上， - 60dB: 4. 4kHz以下

選択度（初期設定値） A M  - 6dB: 5kHz以上， - 50dB: 18kHz以下

F M  - 6dB: 12kHz以上， 50dB: 25kHz以下

イメージ妨害比 70dB以上（1.8～30, 50～54MHz )

第1中間周波妨害比 70dB以上（1.8～30, 50～54MHz )

ノッチフィルター減衰量 20dB以上

l OHzステップ時 ±1. l kHz 
RI T可変範囲

20Hzステップ時 ±2. 2kHz 

SSB,  CW,  
500kHz～1. 62MHz 26dBμ( 20μ V）以下スケルチ F S K , A乱f

感度 1. 62MHz～30MHz  6dBμ( 2μV）以下

F M  28MHz～30MHz  - 12dBμ( 0. 25μ V）以下

50MHz～54MHz  - 12dBμ( 0. 25μ V）以下

低周波出力 l . 5W( 8D、10%ひずみ時）

低周波負荷インピーダンス 80 

こJ王意
1. J AI A（日本アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法による。
2. 定格は技術開発に伴い変更することがあります。



3. 設置および接続
3-1. 設置
3-1-1.  固定局
圃スタンド
底面に付いているスタンドを立ててください。

ご注意
絶対にスタンドを持って運ばないで、ください。
運ぶ、ときは、側面にある取っ手を持ってくださ

3・1・2. 車載
車載アングノレM B『 430（別売）を利用し、しっかり

と固定して下さい。なお、取り付け方法はMB- 430
の取扱説明書を参照してください。

3-2. 接続
3・2・1. 固定局

13. 8VのD C（直流）電源が必要です。次のD C安定
化電源をおすすめします。

T S・450DI  450S/ 690D /  690S 
PS- 33または
PS- 53（ヘビーデューテイ←）

TS- 450V / 690V :  PS- 53、PS- 33またはPS- 23

A. 背面パネル

外部スピー力一
SP- 23 

50MHz帯
HF - SOMHz帯 ι 一一、専用アンテナ

ナ吋4
トランシーパー

(  

区ヨ

W
V』

〔スタンドの立て方）

こJ主意
1. 電源を接続する前に、トランシーパーおよび

D C電源のPOWE RスイッチをOF Fにしてくだ
さい。

2. すべての接続が完了するまで、 D C電源のプラ
グをA Cコンゼントに差さないでください。

A Cコンセントへ

DC電源
PS  53 

三
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(1）アンテナについて
トランシーパーの性能は、使用するアンテナに

より、大きく左右されます。本機の性能を十分に
発揮させるためには、正しく調整された良いアン
テナを使用することが大切です。アンテナは 50D
系の同軸ケーブルで接続してください。また、同
事由ケーブルとアンテナのインピーダンスマッチン
グをとり、アンテナ給電部でS WRニ 1.5以下でご使
用ください。 S WRが極端に悪い場合、本機の保護
回路が動作し送信出力が低下したり、電波障害の
原因にもなります。
ご注意
火災、感電、人体への傷害、または機器への

損傷に対する保護のために避雷器をご使用くだ
さい。

( 2）接地
感電事故などを未然に防ぐためにも、良好な

アースをとってください。アース棒、銅板などを
地中に埋め、太い線でできるかぎり短くセットの
GND端子に接続してください。
ご注意
ガス管、配電用のコンジットパイプ、プラス

チック製水道管などには、絶対に接続しないで
ください。

B. 前面パネル

品一回一

マイクロホン

(1）ヘッドホン
4～16.Qのヘッドホンが使用できます。ステレオ

用ヘッドホンも使用できます。
PHONE Sジャックにプラグを差すとスピーカーか
ら音声が出なくなります。

8  

( 3）外部スビーカー
外部スピーカーを接続する場合、 snのスピー

カーをご使用ください。

( 4）電鍵
背面パネルのC WK E Y端子に電鍵または、エレ

クトロニツクキーヤーを接続してください。プラ
グは市販のゆ 6.0（直径 6. 0mm）を使用してくださ
しユ。
エレクトロニックキーヤーを使用する場合は、プ
ラグの極性に注意してください。

ョキ今
（イラストはTS- 450Sです）

M. C K / V F OC K 附OT C H - 0 - 抽

二＝~＝一一－－： ~o 額

一； a 盟 II~ 出

( 2）マイクロホン
SSB,  FM,  A Mの各モードで交信する場合は、

600.QのマイクロホンをMI C端子に接続してくださ
い。別売のM C 43S,  MC- 60/ SS,  MC- 80,  MC- 85のご
使用をおすすめします。



3・2・2. 車載
取り付げ位置は、安全性および操作性を考慮し

決めてください。

A. DC電源コードの接続
D C電漉コードをパッテリーの端子に直接接続し

てくだきい。シガーライタープラグの使用は、電
源の供給が不安定になり、性能の保持ができませ

バッテリーの配線は白プラス、 θ マイナスの極性に注意して配線してください。
※ l  
ヒュース

川レーム＋色→客室内

※｜ 
TS 450S/690S ・25A
TS- 450D/690D :  I  OA 
TS- 450V /690V .  5  A  

DC電源コ ドが熱や、水減
の影響を受けない場所を選
んで配線し、しっかり回定
してください。

黒色
灰色

※ 2  
トランンー
パーへ

※ 2  
TS- 45DS/690S :  25A 
TS- 450D/V 
TS 690D/V :  20A 

ご注意
1. ショート事故を防止するため、バッテリーの
6 端子にあらかじめ接続されている配線は、
接続が完了するまで必ず外し、最後に接続し
てください。

2. 取り付け、配線が終わり、誤りがないかを確
認後、バッテリーのθ 端子を棲続してくださ

3. ヒューズが切れたときは、各コード類が
ショートなどで損傷していないかを確認して
から、指定容量のヒューズと交換してくださ

4. 配線終了後、ヒューズホルダーを耐熱性の
テープなどで巻き、水滴から保護してくださ

5. D C電源コードが長すぎる場合でも、ヒューズ
は必ず使用してください。

8. 車載時のアース
草載運用時には、もっぱち短縮型のホイップア

ンテナが使用されています。
ホイップアンテナの場合、アースが重要な役目を
していますので、給電部で確実にシャーシアース
をしてくださ凶。

c. イグニッションノイズ対策について
本機はイグニッションノイズに対し十分配慮、さ

れていますが、車種によっては大きいレベルのノ
イズを発生する場合があります。

とのような場合は、抵抗入りスパークプラグの
ご使用をおすすめします。

甲
1
1
4

グロメットなどをf吏ってDC
電源コードが直接鉄板の切
り口に触れないようにして
く7こさい。

アースをとる。

τ
ι
H
U
U
 

DCコード f付属）

シャーシーアースを
とる。

（外部スピーカーを
用いる場合）
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4. 操作
4-1. 各部の名称と機能
4・1・1. 前面パネル

10ページ

1  

10 

11ページ

13ページ

ご注意
ディスプレイパネルの表示は実際の動作状態で

はありません。

14ページ

む

15ページ

イラストはTS- 4505です。

① P OWE R（電源）スイッチ
電源スイッチです。

② VOX/ OF Fスイッチ
vox運用する場合（SSB, FM,  A M運用時）および
ブレークイン運用する場合（C W運用時）のスイッ
チです。（＿..＿）でvox機能が動作します。

③ ATT / OF Fスイッチ
ON（鳳）で受信信号を約20d8（約 1/ 10）減衰させま
す。

④ S E ND/ RE Cスイッチ
S E ND（皿）で送信状態、 R E C（且）で受信状態にな
ります。

⑤ AUT O/ T H R Uスイッチ
AUT O（且）にすると、送信電波はアンテナ
チューナーをとおります。
T HR U（且）にすると、送信電波はアンテナ
チューナーはとおりません。
1. 9MHz帯およびTS- 690で50MHz帯運用のときは
A UT O（且）にしても送信電波はアンテナチューナ
ーはとおりません。

⑥ PHONE S ジャック
ヘッドホン用の出力端子です。

⑦ MI C（マイクロホン）端子
別売のマイクロホンを接続してください。

①7 イクロホン

〔2〕PTT（スタンパイ）
スイッチ

③DOWN 

⑧アース（GND)

⑨UP 

⑦アース
（マイクロホン用）

⑥NC 

⑤8V（最大 I OmA)

（参考）マイクロホン端子の接続図（前面パネルから見た図）



13, γ 義、＇ i' ~. 
⑧フィルター表示

選択されているフィルターを表示します。
⑨メーター

受信時は信号強度（S メーター）、送信時は送信出
力（パワーメーター）そ表示します。
またR X M,  T X  Mキーを押すことにより dB値（A F
レベル）、 S WR f自， A L C値を表示します。
Sメーターはピークホールド表示に変更すること
もできます。
（ケ4-11-15. 電源投入時の機能設定）

ご注意
無信号時に8 メーターが l ～2日盛り瓦灯する

場合がありますが故障ではありません。

⑩ M. CH（メモリーチャンネル）表示
メモリーチャンネノレ動作時に点灯しま

M. SCR（メモリースクロール）表示
M. I Nキーを押したとき点灯します。
PRG（プログラム）表示
区間指定メモリーチャンネ Yレ（P54参照）動作
時、またはプログラムスキャン動作時に点灯
します。

S CAN（スキャン）表示
スキャン動作時に点灯します。
FI NE（ファイン）表示
FI NEt i員吉信カS- QNのとき点灯します。
F. LOCK表示
F . LOCKキ←がO Nのとき点灯します。

AI P表示
AI PスイッチがO Nのとき点灯します。
NOT CH（ノッチ）表示
NOT C H動作がO Nのとき点灯しますo

NBl  2表示
選択されているノイズプランカー動作の状警
を表示します。

SPLI T（スプリット）表示
スプリット動作時に点灯します。

T 表示
T ONE（トーン）がO Nのとき点灯します O

R  x・0 0  .......ー
A  B  M 表示

T X  D  • D  －・
送受信時に動作するV F Oまたはメモリーの状
態を表示します。

⑭周波数表示
V F Oまたはメモリーチャンネ lレの周波数を表示
します。
l OHzの桁を消すこともできます。
( er4・11・15. 電漉投入時の機能設定）

⑫メモリーチャンネル番号
メモリーチャンネノレ番号を表示します。

⑮・表示
メモリーチャンネノレロックアウトカヨ指定されて
いるときに表示します。

⑭ L SB表示
L S Bモードが選択されているとき点灯します。
US B表示
US Bモードが選択されているとき点汀します。
C W表示
c wモードが選択されているとき点灯します。
R表示
c wまたは F S Kモ←ド時R E V（リパース）が選択
されているとき点灯します。
F SK表示
F S Kモードが選択されているとき点灯します。
F M表示
F Mことードが選択されているとさ点灯します。
A M表示
A Mモードが選択されているとき点灯します。
PR?C表示
スピーチプロセッサーがO Nのとき点灯しま
す。
FAST表示
A GCの時定数がブアーストのとき点灯します。
F M時は点灯しませ人。
S L OW表示
A GCの時空数が λ ローのとき点灯します。 F M
時は点灯しません。
RI T（リット）表示
RI TスイッチがO Nのとき点灯します。
XI T表示
X I TスイッチがO Nのとき点灯します。
1MHz表示
1MHzキーがO Nのとき点灯します。

⑮ ONAI Rインジケーター
送信一時に点灯します。

⑮ AT  T UNEインジケーター
アンテサチューナーの動作を表示します。アン
テナチューナーがチューニング中またはプリ
セット中に点灯します。

⑮ RI T/ XI T可変幅表示
送受信周波数の可変幅を l OOHzの桁まで喪示し
ます。マイナス側にセットしたときは、 の表
示をします。
スキャン動作時は、スキャンスピードを表示し
ます。

ごP注意
十デV スプレイ表示用の蛍光ランプは、周囲温度が一 I OTになると常
温時（＇－ 25°C）の光量め約1/ 5必偽下しま十。これは蛍光ランプ心温
度特院によるもので、異常ではありません。
また、長＇，，間使 Fりしなかった後で電源を入れると、表示が点灯ずる
までにしばらく時間がかかるととがあります。
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⑬~ 

⑬テンキ－
E NTキーを押したときはテンキーとなり、周波
数のダイレクトインに使用します。
メモリースクロー／レ状態のときは、メモリー
チャンネルを直接選択できます。
このキ←はテンキーとしての機能のほかに下記
の機能があります。

8. 83キ－
8. 83MHzのフィノレターを選択するキーです 0

455キー
455kHzのフィノレターを選択するキーです。

RX Mキー
受信時にこのキーを押すとdB表示がON/ OF Fし
ます。
dB目盛りは A F レベルを表示しますが、 A Fボ
リュームとは連動しません。

AT  T UNEキ－
AUT O/ T HRUスイッチがA UT O（ー）のときこの
キーを押すとオートアンテナチューナーの動作
を開始します。

T ON Eキー
レピータ←用のトーンをO Nにするときに押しま
す。（56ページ参照）

T X  Mキー
送信時のメーター指示を次のように切り換える
ことができます。

AL C ... S WR  

+  無表示十一」

ムFキー
受信周波数を基準とし、送信周波数のオフセッ
ト量を表示できます。（39ページ参照）

FI NEキ－

12 

SSB, CW, FSKモードのとき、向調つまみの一回転
をl kHz ( l Hzステップ）にして同調をしやすくしま
す。
もう一度押すと、 もとの状態に戻ります。

REVキ一
c wモード時のBF Oは初期状態でUS B側を使用し
ています。このキーをO Nにすると L SB但日のBF O
で受信することができます。

F S Kモード時の BF Oは初期状態でL SB側を使用
しています。このキーをONにすると US B恨リの
BF Oで受信することができます。
O Nのときは、送信時も逆シフトになります。

⑩ CL R（クリアー）キー
メモリー入力のやり直し、
テンキーによる周波数入力のやり直し、
メモリーチャンネルの消去、
スキャンの解除、
メモリーチャンネルロックアウトの指定、
電源投入時の機能設定の解除、
機能の解除、
などをするときに押します。

⑩ ENT（エンター）キー
このキーを押すと、テンキーを使用して周波数
をダイレクトインするととができます。

⑧ M. I Nキー
メモリーしたり、メモリーチャンネルをスク
ロール（メモリー内容をチェック）するときに押し
ます。
押すたびに自動的に 1チャンネルずつメモリー
チャンネルをアップすることもできます。
( 0' 4-11-15. 電源投入時の機能設定）

⑫ M砂VFOキー
メモリーチャンネルの周波数をV F Oにシフト（転
送）するときに押します。

⑧ S CANキー
スキャンを開始させるキーです。



・MODE（モード）キー
モードを選択するキーです。
MODEキーを押すと、そのモードの最初の一
文字をモールス符号でスピーカーから出力し
ます。（30ページ参照）

⑫ L SB/ USBキー
一回押すたびにLSB+- - -+USBと変わります。

⑧ CW/ F S Kキー
一回押すたびにCW+- - -+FSKと変わります。

⑧ F M/ AMキー
一回押すたびにF M- A Mと変わります。

⑫ F. LOCKキー
表示周波数およびモードなどをロックする
キーです。ロック時でも T F・SET, FI LTER,  
METER,  VOI CEキ一、 AIP, RI T,  X I Tキーおよ
びRI T/ XI Tつまみは動作します。

⑧ VOI CE（ボイス）キー
音声合成ユニット vs・2（別売）を取り付け、こ
のキーを押すと、受信周波数（T F・S E T動作時
は送信周波数）を音声で知らせます。また、電
源投入時の機能設定状態のときは、メニュー
番号とその内容も音声で知らせます。

⑧同調つまみ
送受信周波数を選択するつまみです。

回転トルクの調整
同調つまみのキ艮もとにあるリングを片手で固
定し、もう一方の手で同調つまみを回してく
ださい。右（時計方向）に回すと回転トルクが大
きくなります。

／ 

・ファンクションキー
⑩ TF- SETキー

SPLI T（たすきがけ）動作時に押すと、送信周波
数を受信することができます。

⑧ A/ 8キ－
V F O A とV F OBを切り換えるキーです。

⑨ M/ Vキー
V F Oとメモリーを切り換えるキーです。

⑧ SPLI Tキー
たすきがけ動作をしたいときに押します。

⑩ RI Tキー
RI T（リット）動作をON/ OF Fするキーです。

⑮ A = Bキー
V F O A とV F OBの周波数、モードおよびフィ
Jレターを一致させるキーです。

⑧ XI Tキ－
X I T動作をON/ OF Fするキーです。

⑨ 1MHzキー
UP / DOWNスイッチをアマチュアバンドの
アップダウンから、 1MHzステップのアップダ
ウンに切り換えるキーです。

⑮ UP / DOWNスイッチ
アマチュアバンドを切り換えるスイッチで
す。 U Pスイッチを押すと高い周波数へ、
D OWNスイッチを押すと低い周波数へ切り換
わります。
1MHzキーがO Nのときは、アマチュアバンド
と関係なく、 1MHz ステップで切り換わりま
す。
周波数ステップは 1MHzのほか、 500kHz にも
変更することができます。
( CF4・11・15. 電源投入時の機能設定）
電源投入時の機能設定がO Nのときは、設定内
容を変更するスイッチとなります。
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鋪

M.  C H/ V F O C H 

:41ト十山 口

i~~ 口巨田~亡 ERO c:::H:ITコ
ト P R OC口0 0 0む
⑩ AI Pキ－

AI Pは、 Advanced Intercept Poi ntの略です。
聞きやすい状態でお使いください。 AI P機能を
O Nにすると隣接する強い信号による妨害に効
果があります。
初期設定は、 9. 5MHz未満になると自動的に
O Nになります。

ご注意
O Nの状態で l OOkHz～21. 5MHz 聞では約

l OdB、21. 5MHz以上では約15dBグインが下
がります。

⑩ NOT CH（ノッチフィルター）キー
O Nにするとノッチフィルターが動作します。

1ご注意
F Mモードでは動作しません。

⑩ A GC切り換えキー
押すたびにS L OWとF AS Tが切り換わります。

F AS T  :  CW, F SKおよびデータ遇信を受信す
る場合や、同調つまみを速く回して
選局する場合。

S L OW :  SSB, AMモードを受信する場合。

｜ご注意
F Mモードでは、 AGCキーは動作しません。

⑮ NBCノイズプランカー）1 /  2キー

14 

おすたびにNBI→NB2→OF Fとなります。
NBl ：自動車のイグニツションノイズのよう

なパルス性ノイズの多いとき、 O Nにし
てください。

NB2：ウッドベッカー（レーダーパノレスによる
ノイズの通称）があるとき、 O Nにしてく
Tささい。

ご注意
1. 信号のブランキング時聞が長くなるため、プ

ランキング音が出ますが、異常ではありませ
ん。

2. ウッドペツカーノイズ、の状態により効果が少
ない場合があります。

⑩ P ROCキ－
SSB、F M、A M時、このスイッチをONにするとス
ピーチプロセッサーが動作します。

⑩ M. CH/ VFO C Hつまみ
メモリーチャンネノレ動作時は、メモリーチャ
ンネノレの選択ができます。
V F O動作時は、周波数表示に表示されている
周波数を変えるととができます。
V F O動作時のステップ周波数を変更すること
ができます。
( 0"4-11・15‘ 電源投入時の機能設定）
電源投入時の機能設定時は、メニュー番号を
選択することができます。

⑥ NOT CH（ノッチフィルター）つまみ
受信している帯域内に、 c wのような単信号の
混信がある場合、 NOT CHスイッチをO Nにし
て、 NOT CHつまみでビート混信が最小となる
ように調整してください。

⑩ SQLCスケルチ）つまみ
無信号時の雑音を消したい場合、このつまみ
を時計方向にゆっくり回し、雑音が無くなる
よう（臨界点）にセットしてくださしユ。このよう
にSQLつまみを調整しますと、相手局の信号
が入ってきたときのみ音が聞こえます。臨界
点の位置はモードにより異なります。

⑫ RI T/ XI Tつまみ
RI TスイッチがONのとき、送信周波数を変え
ずに、受信周波数を変えることができます。
X I TスイッチがONのとき、受信周波数を変え
ずに、送信周波数を変えることができます。
スキャン中はスキャンスピードを変えるつま
みになります。

⑩ IF SHI FTつまみ
混信を取り除いたり、受信音質の調整ができ
ます。

｜ご注意
I  M, AMモードでは動作しません。

⑩ A F（オーディオゲイン）つまみ
音量を調整するつまみです。適当な音量でお
使いください。

ご注意
ビープ音およびサイドトーンの音量は、 A F

つまみの位置に関係ありません。
⑩ RF ( RFゲイン）つまみ

通常、このつまみは時計方向に回し切った状
態で使用します。
時計方向に回し切りで、受信の利得は最大に
なります。反時計方向に回すと、受信の利得
が下がり、強力な近接局の妨害や雑音を侶減
させることができます。
反時計方向に回すほどSメーターが振れ、同時
に感度も低下しますので、使用の目安として
はSメーターの振れと同じか、やや少なめにな
るように調整します。
この場合でも、 Sメーターの指示は正しい値を
示します。

ご注意
F Mモード時は、時計方向に回し切った状態

で使用してください。



⑥ DELAYつまみ
ブレークイン動作時（V OX）に、送信から受信にも
どる時間を調整するつまみです。

⑧ CARつまみ
CW,  FM,  AM,  F S K運用時のキャリアレベノレを
調整するつまみです。

⑬ P WR（送信出力）つまみ
すべてのモードのパワーコントロールを行い
ます。時計方向田し切りで最大出力となりま
す。

⑭ MI C（マイクゲイン）つまみ
SSB,  A Mモードのマイクゲイン調整に使用し
ます。 S S Bでは送信時にA L Cメーターの振れ
がA L Cゾーンを超えないように調整します。

ケース上面（TS- 690のみ）

.@_ 
③ ＠ 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一

⑮アンテナ切り換えスイッチ
50MHz帯のア〉テナを切り換えるスイッチで
す。・50MHz帯はスイッチが切り換えである側に

接続します。

ケース左側面

。。
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⑮ VOX( VOXゲイン調整ボリューム）
voxアンプの利得を調整するつまみです。
付属の調整用つまみ、または＠ドライパーで
調整します。

⑨ ANTI （アンチvox調整ボリューム）
vox動作中にスヴーカーより出た音でV OX回
路が動作しないように調整します。（なお、
ヘッドホン接続時は、 A NT I V OXは動作しま
せん）
付属の調整用つまみ、またはθ ドライペ←で
調整します。

⑬ ACC- 1コネクター
デジタノレシグナ／レプロセッサーDS P・100（別
売）、またはパソコンインターフェイス IF-
232C（別売）を接続する端子です。
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4・1・2. 背面パネル
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①アンテナコネクター
M型コネクターを使用して500のアンテナを接
続します。
T S・690の場合このコネクタ←には、 H F から
50MHzまでのアンテナが接続できます。

②アンテナコネクター
( TS- 690のみ）
M型コネクターを使用して500のアンテナを接
続します。
T S・690の場合このコネクターには、 50MHz帯
専用のアンテナを接続します。

③ GND（グランド）端子
シャーシを接地する端子です。
アース棒、銅板などを地中に埋め、太い線で
できるかぎり短く接続してください。

④ ACC3コネクター
外付けのアンテナチューナー（AT- 300）用のコ
ントロールケーブノレを接続します。

⑤ DC端子
D C電源入力端子です。

⑥ DS P  3コネクター
デジタノレシグナルプロセッサーDSP- 100
（別売）を接続する端子です。

⑦ DS P  2端子
デジタ／レシグナノレプロセッサーDS P司 100
（別売）を接続する端子です。

⑧ DS :  1端子
デジタ Jレシグナルプロセッサ－ DSP- 100
（別売）を接続する端子です。
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イラストはTS- 690Sです。

⑨ REMOT E（リモー卜）コネクター
リニアアンプまたは外部機器などを動作させ
る外部コントロール端子です。
( CI4-18. リニアアンプを接続したとき）
このコネクターは下記のように内部で接続さ
れています。

（このリレ を動作させるには恥ージの）
メ二ユ－ NO. 16でONを選択します。 ／ 

コントロー
ルリレー R  

外部ALC入力

スタンバイ端子
診十（この端子をアースすると

送信になります。）

外部コントロール
みGND （送信時約十 I ZVDCが

出ます。最大 I OmA)

セットの後方より見た国

畠 4 込＝ニ~ニ使用くた♂い

毒） i:;:J加
言語ー｝ラr==ー｝：む：

2  

⑩ EXT S P（外部スピー力一）ジヤツク
外部スピーカーの接続用ジャックです。



⑩ EXT S P（外部スピーカー）端子
外部スピーカーの接続用端子です。

⑪ C W KEY端子
電鍵、マニュピレーター（キー）を接続する端子
です。置径6. 0mmのプラグを使用してくださ

⑫ ACC2コネクター
データ通信用の入出力端子です。

A002 背面パネルから見た図

ACC2用接続プラグ（別売）（部品番号： E07-1351-05) 
をご希望の方は、最寄りのサーピスセンターまた
は営業所にお問い合わせください。

；
 
；
 
；
 
；
 
i
 

・
引
制
Mi
 

刷、

uv

“
一－2
一プラグ（別売）

・クーリングファン
DおよびSタイプにはクーリングファンが内蔵され
ています。
このクーリングファンは送信すると動作するよう
に設計されています。
H F帯運用のときはH F回路側、？OMHz帯運用のと
きは50MHz回路側のクーリングファンが動作しま
す。
また、連続送信で放熱器の温度が上昇するとクー
リングファンの回転が早くなり、ファンの風切り
音も高くなります。
このときは、受信にしても放熱器の温度が規定値
に下がるまでクーリングファンは回っています。

ACC2 端子接続表

事言 端子名 用途

1  N C  無配線

2  R T K  R T T Y用の端子です。

3  オーディオ 受信出力がA Fつまみに関係
出力 なく一定レベルで出力され

ます。出力電圧：大入力受
信時において 4. 7k0終端で
300mV以上

4  G ND  アース（オーディオ出力の
シールド線のG N Dを接続し
ます）

5  P S Q パケット通信用 T N Cのスケ
ノレチコントロール端子で
す。この端子を接続します
と、スケノレチが開いている
問、パケットの送信はでき
ません。

6  N C  無配線

7  N C  無配線

8  G ND  アース

9  P K S  ターミナル専用のスタンパ
イ端子です。この端子から
スタンノてイすると、マイク
ロホン入力は自動的にオフ
になり、送信になります。

10 N C  無配線

11 P K D  ターミナノレからの入カ信号端
子です。 20mV( l kHz以上）の
信号で動作します。

12 G ND  アース（オーディオ入力の
シーノレド線のG NDを接続し
ます）

13 ss 通常のスタンパイ端子で
す。アースしますと、送信
になります。

17 



4・2. 初期設定

ご｝主意
SEND/ RECスイッチをO N（－－－）のまま
P OWE RをO N（－ － －）すると、送信も受信
もできません。

ご使用になる前に、次の準備が必要です。
回一圏の状態になっているか上図を参考にして確
認してください。
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団 P OWE RスイッチはOF F（且）になっていますか？

国アンテナはつないでありますか？
TS- 690の場合アンテナ切り換えスイッチは正
しくセットされていますか？

ご注意
アンテナを接続しないで送信しないでくだ

さい。

51両つまみ共中央（ 0の位置）

M.  C河川F O CH , OT C H - @- S OL  

R Fつまみ：
時計方向に回し切る。

各つまみ共反時計方向に
回し切る。

（イラストはTS- 450Sです）

圏アースはつないでありますか？

[4] DC電源コードはつないでありますか？

圏正面パネルのスイッチ、つまみは指示通りに
なっていますか？



・送受信時に使える便利な機能
送受信時に使える便利な機能

受信時に使える便利な機能

区E

送信時に使える便利な機能

voxスイッチ園園田園
ON  (  且）にすると，マイクロホンに向
かつて話したときのみ自動的に送信
状態になります。
c wのときはキーを押したときのみ自
動的に送信状態になります。

NOT CH（ ノッチ）つまみ園園回国
ピーと連続して聞こえるビート妨害を減衰
させることができます。
NOT CHキーを押し、 NOT CH表示が点灯
したのを確認した後このつまみを回して
ビートが最小になるようにします。

区田M.  CH/ V F OCHつまみ
周波数を l OkHzステップで変更できます。
周波数ステップは l kHz, 2kHz, 5kHzステップに
変更できます。
41ページ参照

M. CH/ V F OCHつまみ
周波数を l OkHzステップで変更できます。
周波数ステップは l kHz, 2kHz, 5kHzステップに
変更できます。
41ページ参照

S QL（スケルチ）つまみ [filJ 
信号がないときに聞こえる雑音を消す
ことができます。
回し過ぎると弱い信号では音が聞こえ
なくなります。

AT Tスイッチ 匹目
受信入力を20dB( l /10）減衰させるととが
できます。
受信周波数に近接した強力な電波による
妨害を低減できます。

XI T つまみ 区回
受信周波数を変えずに、送信
周波数のみを変化させること
ができます。

P WRつまみ 区巴
送信出力を可変で、きます。
時計方向に回しきった位置が
最大出力になります。
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・・・・・・・・・・・・E・111111。 8・＂ ＇・” I " "  • C  W旬

T X  Mキ－ [fi l] 
A L CとS WR値表示の切り換
えができます。
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IF SHI FTつまみ 匿国匡回~
受信帯域及び受信周波数を変えずに見かけ上
I Fフィルターの通過帯域を変化させます。。隣接した局の妨害を低減できます。。受信音質をハイカットまたはローカット

にすることができます。

RI T つまみ ~ 
送信周波数を変えずに、
受信周波数のみを変化さ
せることができます。

RI Tキ－ [fi l ] 
RI Tを動作させたいときに押します。

DE L AYつまみ図圃回固
vox運用時、送信から受信に戻る時間
を可変できます。
お好みのタイミングになるように調整
します。

P ROC（スピーチプロセッサー）キー 園田 圃
送信時の平均電力を上げたいときに使用します。
スピーチプロセッサー使用時も A L Cの範囲を超えな
いようにMI Cつまみで調整します。

匡巴

E NTキ－ [fi l ] 
このキーを押すと、テンキーを使って呂
的の周波数を直接選択する乙とができま
す。

AUTO/ T H R Uスイッチ
A T  T UNEキー
オートアンテナチューナー内蔵時、アン
テナとのマッチングをとるときに押しま
す。

AI Pキー 区E
ONにすると強い信号による妨害に効果があります。

NOTCH キー匿 ID ＠田区回~
NOT CHを動作させたいときに押します。

A GCキー 匿ID[Qy] 匡回
A GCの時定数を切り換えたいときに押します。
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機能名の横にある表示はそのつ まみや

キーが動作するモードです。

AL L はすべてのモードでそのつまみや

キーが動作します。

NB  1/2キ ー 匡 ID ＠田区 0~
とのキーを押すごとに N B 1→N B  2→OF F→N B  1... . . . と切り換
わります。
NB1:  パルス性ノイズ（車のイグニッションノイズ等）の低減

に効果があります。
幅の広いパルス性ノイズ（ウッドペツカーノイズ等）の
低減に効果があります。

NB2:  
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ss Bの運用

周波数はキャリアポイントを表示しています。

送信
｜周波数はキャリアポイン卜を表示しています。

S SBの運用

一一一一回
日
受

一一鶴一〈委＂‘－ .  ".  , u，， η C. f1 門
I  -,. I  I コ. LI  LI '"' 

U5 B  SLO" '  

.，~：：~·婦や
＇＂口 、事費れ
，，：口直田口田o: n: : J c: :m: I: : J

PROC口0 0 0 0

NOT CH－。－ S OL... 。":  
"" ’ u ，可 c ，可，可”-” ~I.LI I_I ' "' 

e  S C凹

6  

4  

国 DC電源のP OWE RスイッチをO N、 マイクロホンをつなぎます。団つづいてトランシーパーのP OWE RスイッヂをO Nにします。

つづいてトランシーパーのP OWE RスイッチをO Nにします。

~ディスプレイパネルに周波数などが表示されます。

直送信したい周波数を設定します。
本機は、 9. 5MHzを境にしてL S BとUS Bを自動的に切り換える機能があります。

直モードを合わせます。

[QJ T X  MキーでA L Cメーターを表示させますo

[l] P WRつまみを時計方向いっぱいに回します。

圃マイクロホンのP T Tスイッチを押すか、 REC/ S ENDスイッチをS E NDにします。
このとき、他の通信に混信を与えないことをお確かめください。

直 DC電源のP OWE RスイッチをO N、ディスプレイパネルに周波数などが表示されます。

圏 UP / DOWNスイッチで希望のバンドを選択します。
1MHzキーを押すと、 1MHzインジケーターが点灯し、 1MHzステップで周波数を変えられますo

E モードを合わせます。
本機は、 9. 5MHzを境にしてL S BとUS Bを自動的に切り換える機能があります。

圃 A Fつまみを回して音量を調整します。

[2] 

向調つまみそゆっくり回しで目的の信号が明りように聞こえるように合わせます。置

メータは音声によって変化しま
すので、ピークでA L Cの範囲を
越えないようにMI Cつまみを調
整します。
また、P WRつまみを回すとA L C
の振れが変わりますので、 MI C
つまみを再度調整してくださ

閣マイクロホンに向かつて話します。
このとき、 AL Cメーターの振れがA L Cの範聞を超えないようにMI Cつまみで調整します。
ご注意
あまり大きな声で話したり、マイクロホンとの距離

が近すぎると、明りょう度が低下したり、側波帯が広
がる場合があります。マイクロホンと口もとの間隔は
約5cm位が適当です。

- - r - - T一γー「「一－. －－－. －－－，
1  J  5  7  9  20 ・0 ・回目

・・・・11111111111111ー・・口口口口口口口日目。 L・z !  a・＂・・ t S O ll' PWR• I  I  I  I  I  
．開園園田園 ’ AL C － ーー明開閉

田町田町田田町田園出田町由。
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cwの運用c wの運用4-4. 

受信
周波数はキャリアポイン卜を表示しています。

送信
｜周波数はキャリアポイントを表示しています。

NOτ CHー＠－ S OL
. 』 Eむ". n -

l 句r. :  7  s.o U山〈三
；目敏
阿目白金0 0 0

回 ~ 

/  lイ. :  7  s.q 3 山
". n ・

附白肺

ぺJ

回エレクトロニツクキーヤーまたは電鍵を背面ノ f ネ／レのC WK E Y端
子に接続します。

つづいてトランシーパーの回 DC電源の P OWE RスイッチそO N、
P OWE RスイッチをO Nにします。

つづいてトランシーパーの

ディスプレイパネルに周波数などが表示されます。

[2] DC電源の P OWE RスイッチをO N、
P OWE RスイッチをO Nにします。

~ 

ディスプレイパネルに周波数などが表示きれます。

圏 UP / DOWNスイッチで希望のバンドを選択します。
1MHz キーを押すと、 1MHz インジケーターが点灯し、 1MHzス
テップで周波数が変えられます。

圃モードをc wにします。

固 A Fつまみを回して音量を調整します。

[2] 

外部エレク卜口ニックキーヤーまた
は電鍵を使用するときは、次のよう
に接続します。

+1v 
ゴ午~·~電流約 lmA

アース未使用＋，『U

竺~ 「接点電流約 l mA

－－ー I I  
アース ＋ 

~同調つまみをゆっくり屈して目的の信号が明りように聞こえるよ

うに合わせます。

cwリバース
c wの受信時にR E V（テンキーの9）を押すと、
に切り換わります。
この機能を使うことにより次の効果が得られます。

圃送信したい周波数を設定しますo

E モードをc wにします。

置 T X . MキーでA L Cメーターを表示させます。

[1] P WRつまみを時計方向いっぱいに回します。

圏 VOX / OF FスイッチをVOX ( 且）にします。

圃キーを押します。
とのとき、他の通信に混信を与えないことをお確かめくださしユ。

[ Q] ALCメーターの振れがA L Cの範囲を超えないようにC A Rつまみで
調整します。BF O周波数はUS BからL S B

ー.，. . . . . . . .一γ』「ー- r - - -「ーーー寸
1  3  5  7  9  20 4 0 ・Ode

E・E・－ー・I l l・I・・ー・・・・・・口口ODO白目0口0  t・u K・10・15 0  w  
PWR• I  1  1  

- A L C － 『ーー・・・．・．
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キ←を離すと、自動的に受信状態に戻ります。

1. ビートの周波数によって、混信を低減できます。
2. 同調つまみを時計方向に回したとき（受信周波数は高くなる）、

ビートは低音から高音へと変化し、使用感が良くなります。

受信周波数が相手局の送信周波数と同じ（ゼ、ロイン状態）であれば、
リパースでBF O周波数を切り換えても受信音および送信周波数は
変化しません。



4・5. F Mの運用

受信
｜周波数はセンター周波数を表示してL明 。

[§] 

M C HノV F D  C H  一－!  J  5  7  • ,o ・..関S ". c. - 〈室
陶：：：~·備や
＂＇口 、事費F

，；：口 [ J f i l f i l CTi i iコ亡亜コDi l l : :コ
PRCI C口0 0 0 0

4  

回 D C電源のP OWE RスイッチをO N、つづいてトランシーパーのP OWE RスイッチをO Nにします。

圏ディスプレイパネルに周波数などが表示されます。

圏 UP / DOWNスイッチで希望のバンドを選択します。通常、 F Mの運用は29MHz以上です。
1MHzキーを押すと、 1MHzインジケーターが点灯し、 1MHzステップで周波数が変えられます。

＠］モードをF Mにします。

圃 8. 83MHzのフィノレター表示はT HR Uが点灯していることを確認します。

亙 455kHzのフィルター表示は12kが点灯していることを確認します。

固 A Fつまみを回して音量を調整します。

[al 無信号時、 F M特有の“ ザー” というノイズがでますので、 S QLつまみを回してノイズが消える位置にします。

置同調つまみをゆっくり回して目的の信号が明りように聞こえるように合わせます。

F Mの運用について
H F帯のアマチュアバンドは帯域幅が狭いため、 1局
でも多くのアマチュア局が交信できるようにナロー
で運用することをおすすめします。

ナローにするには、

テンキーの2(455）を押して、フィノレター表示の6kを
選択します。
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送信
｜周波数はセンター周波数を表示しています。

@] 

M C HノV F O C H  NOT C H一室ト S OL

〈雲母コロ「「 n ,-, ,-, 
- ::, .  .J .J u. ’J ’J  ,,, 

". ,,_ 

。；：i鐙母

回マイクロホンをつなぎます。

園 D C電源のP OWE RスイッチをO N、つづいてトランシーパーのP OWE RスイッチをO Nにします。

圏デ、ィスプレイパネルに周波数などが表示されます。

圃送信したい周波数を設定します。通常、 F Mの運用は29MHz以上ですo

E モードをF Mにします。

[6J T X . MキーでA L Cメーターを表示させます。

固 P WRつまみを時計方向いっぱいに回します。

圏マイクロホンのP T Tスイッチを押すか、 REC/ S ENDスイッチをS E ND（皐）にします。
このとき、他の通信に混信を与えないことをお確かめください。

圃 ζ のとき、 A L Cメーターの振れがA L Cの範囲を超えないようにC A Rつまみで調整します。

－，一「- . - - - T一、－－. 一一γ一－，
1  J  5  7  9  20 40 60d8 

111111・E・I l l・E・－o  L・u i.・10. 0 1 5 0  'II' 
P W R  

ーーーーーー－ AL C  －ーーーーーーー．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
（イラス卜は5タイプです。）

圃マイクロホンに向かつて話します。

ご注意
あまり大きな声で話したり、マイクロホンとの距離

が近すぎると、明りょう度が低下したり、側波帯が広
がる場合があります。マイクロホンと口もとの間隔は
約5cm位が適当です。

F Mの運用



4・6. A Mの運用

受信
l周波数はセンター周波数を表示しています。

I  '-I. I  7  5. 0  U山

4  

" l  r認ー

M C H〆V F O C H 

0  
NOT CHー骨－ S OL・．・

即日縮、
＇＂目、軍 r
，：：口 Di l l i LJ Cl lコ亡E コDi l l :コ
m但 0 0むむ

国 DC電源のP OWE RスイッチをO N、つづいてトランシーパーのP OWE RスイッチをO Nにします。

園ディスプレイパネルに周波数などが表示されます。

圏 UP / DOWNスイッチで希望のバンドを選択します。
1MHzキーを押すと、 1MHzインジケーターが点灯し、 1MHzステップで周波数が変えられます。

圃モードをA Mにします。

圏 8. 83MHzのフィルター表示は6kが点灯していることを確認しますo

[§] 455kHzのフィノレター表示は6kが点灯していることを確認します。

固 A Fつまみを回して音量を調整します。

圃同調つまみをゆっくり回して目的の信号が明りように聞こえるように合わせます。

A Mの運用

送信
｜周波数はセンター周波数を表示しています。

E記
M C H〆V F O C H NOT CHー0 - S O L

" l  ,,. 
I  '-1. I  7  5. 0  0  '"' む欝

回

回マイクロホンをつなぎます。

園 DC電源の P OWE RスイッチをO N、つづいてトラン
シーパーのP OWE RスイッチをO Nにします。

固ディスプレイパネルに周波数などが表示されます。

[11 送信したい周波数を設定します。

~モードを AM にします。

圏 P WRつまみを時計方向いっぱいに回します。

固マイクロホンのP T Tスイッチを押すか、 REC/ S ENDス
イッチをS E ND（ー）にします。
このとき、他の通信に混信を与えないことをお確かめ
ください。

園 C A Rつまみを回して P OWE Rメーターの振れを図1の
ようにセットします。

圏マイクロホンに向かつて話します。
このとき、 P OWE Rメーターの振れが図2の値を超えな
いようにMI Cつまみで調整します。

ご注意
MI Cつまみを時計方向に回しすぎると、明りょう
度が低下します。

'  ＇固

団

S、Dタイプ ｜ Vタイプ
送信出力（S ) : 40W(  1. 8- 2附 -tz) ｜送信出力： 4 W（全バンド）

20W( 50MHz )  
送信出力（D) : I OW（全バンド）

s: I  . 8- 28MHz  「：5刷出は）TS- 690S I  
のみ I  

J 』帆

D 1イプ（全バンド） 図 l

S、Dタイプ Vタイプ
最大出力（S) .  60W(  I  . 8- 28MHz )  ｜最大出力： 6 W（全バンド）

30W( 50MHz )  
( 50MHztHS- 690Sのみ）

最大出力（D) : I SW（全バンド）

s: I  . 8 - 28MH副

Dタイプ（全ノTンド）

図 2
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4・7 岡 FSKの運用

受信

｜周波数はマーク周波数を表示しています。

一－!  J  号 1  • 2 0  •o B凶困 "  -, . !  

M C HノV F O C H  NOT C H －－－＠』 S OL
4  I  6  。

.，~：：~·倒、
A回目 、事ザ

ロロ
I  I  I  I 可r ，・3 ，可，可. I  1 コ. L，’，＿， '"' 

町－

E
附

引
い

OM ，：：口 c::lITTIYJ CTI RコCERDDJ J : : L J開田口。む0 0

[ill 団 圃

イラストはT S 450Sです。

RT T Y装置

！｜議韓議盤情

圃

I~ ;:~ ijl 
＝コ＝コ

DJ R T T Y装置を背面ノ f ネルのACC2端子に接続しますo

[2] DC電源のP OWE RスイッチをO N、つづいてトラン
シーノてーのP OWE RスイッチをO Nにします。

圏ディスプレイパネルに周波数などが表示されますo

@l  UP / DOWNスイッチで希望のバンドを選択します。
1MHzキーを押すと、 1MHzインジケーターが点灯し、
1MHzステップで周波数が変えられます。

E モードをF S Kにします。

固 A Fつまみを回して音量を調整します。

回同調つまみをゆっくり回して目的の信号が正しく復調
されるように合わせます。

ACC2コネクター接続図

RT T Yターミナル
スタンノτィ

RT T Yターミナル
GND 

RT T Yターミナル
A F入力

RT T Y端子

F S Kの受信トーンは 2125Hz( HI GH）に
設定してあります。 1275Hz に変更す
ることもできます。
(0"4-11-15. 電源投入時の機能設定）

24 

送信

FS Kの運用

［周波数はマーク周波数を表示しています。

ロ己

[ill 

イラス卜はT S 450Sです。

NOT C H一軍ト S OL.  '  .  
" !  ,.. 

圃

l[I ;:~ ii I罷韓議撃員権

回 R T T Y装置を背面ノ f ネルのACC2端子に接続します。

[2] DC電源のP OWE RスイッチをO N、つづいてトランシー
パーのP OWE RスイッチをO Nにします。

~デ、イスプレイパネノレに周波数などが表示されます o

E 送信したい周波数を設定します。

~モードを FSK にします。

圃 T XMキーでA L Cメーターを表示させます。

[1] P WRつまみを時計方向いっぱいに回します。

圃 S END/ RE Cスイッチを S E NDにします。または、 F S K
ターミナルからスタンパイ操作をします。
このとき、他の通信に混信を与えないことをお確かめ
ください。

圃 A L Cメーターの振れがA L Cの範囲を超えないように
C A Rつまみで調整します。

阻 F S Kのターミナルユニットを操作して、 F S K信号を送
出します。

RE C/ S ENDスイッチをR E Cにするか、 F S Kターミナル
からスタンパイ操作をして受信状態に戻します。

＝コ

RT T Y装置

F S Kのシフト幅は 170Hz に設定しであ
ります。 170Hz の他に、 200, 425, 
850Hzに変更することができます。
(0"4-11-15. 電源投入時の機能設定）

』｝王意
T S  450または 690 とターミナルユニッ
トを I 台の定電圧電源で動作させる
と、ターミナル入出力配線の引き回し
により高周波の回り込みを起こすこと
があります。別々の電源をご使用くだ
さしユ。



3
1
叩
川

い I !  送信部 「「 I  y鐸盟砦警記述」 I  1*iil 

AT T Y装置
可聴周波のAT T Y信号

F SK運用

~ ;:~ ~ 

E X T  S P端子またはACC2コネクター③ピン
( RE MOT Eコネクター①ピンにも出力さ l
れています。 ／ 

S S（ス？ン；｛イスイッチ）
送受信の切り換え

2125Hz 

1
 

1
 

1
1
 

「

2295Hz ( 2125Hz)  

S S B Fi l ter 
f 一一一－
I  
I  C W  Fi l ter 
I  
I  

14. 20000MHz 
MA R K  

I  4. 19983MHz 
S P AC E  
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R X  CARRI ER ロHF」R

、JU
V
 

白
川
－

L

Ia－
－
E
A
H
H
U
 

円
U
什げ

V
A
 

ロH

i主：表示周波数 I4. 20000MHz F S Kモード周波数関係

本機の送受信の周波数関係を右図に
示します。
0 本機の F S Kモードの表示周波数

は、マーク周波数を表示していま
す。

0 標準状態でB F Oは、 L S B側を使用
しています。 R E Vキーを押すと、
BF OはUS B側になります。
相手局が逆シフトの場合に、 R E V
キーを使用して受信側で極性を合
わせることができます。ただし、
自局の送信もキーオープン時、
マーク信号の逆シフトとなりま
す。

0 標準状態では、シフト幅を変更し
てもマーク表示周波数となりま
す。

0 R T T Y端子の極性は、キーショート
時にはマーク周波数が送出され、
キーオープン時はスペース周波数
（送信中の表示周波数はマーク周波
数です）が送出されます。
R T T Y装置を接続しないでF S Kモー
ドで送信すると、スペース周波数
が送信されます。
電源投入時の機能設定により、
キーオープン時にマーク周波数を
送出するように極性を反転させる
ことができます。

(0"4-11・15. 電源投入時の機能設定）



4-8.  パケット（AF S K）の運用

受信

周波数はキャリアポイントを表示しています。

一－'  孟 亙 '  ・ 4。切0 ・凶個
. =.  VOX A H  ロロ

I U  t 可亡門l ,-, 
，可. I ，コ. ,_, ,_, ""' 

J l .  GFF OFF 

[5J 

イラストはT S 450Sです。

回パケット通管装置を背面パネルのACC2端子に接続します。

園 DC電源のP OWE RスイッチをON、つづいてトランシーパー
のP OWE RスイッデをONvこします。

" I  

＠］ディスプレイパネルに周波数などが表示されます。

直］ UP / DOWNスイッチで希望のバンドを選択します。
1MHzキーを押すと、 1MHzインジケーターが点灯し、 1MHz
ステップで周波数が変えられます。

~モードを LSB または USB にします。

置 A Fつまみを回して音量を調整します。

［］］同調つまみをゆっくり回して目的の信号が正しく復調される
ように合わせます。

M C H/ V F O C H  NOT C Hー＠－ S OL

0  
.  '  .  

附~：：~·備や
A田口 、事費P

I罰

パ ソナルコンビュータ

ACC2コネクター接続図

γ工、要に応じて配線）

T NCのスタンノてイ

T NCの変調出力

T NCのGND

T NCのA F入力

T NCへのスケルチ出力

300ボーのパケット通信では、通常S SBモードを使用したAF S Kで行いますので、 AF S K信号はYI IC信号
ラインに入力されます。 US B・L S Bモードいずれでも運用可能ですが、実際に電波の送信される周波数は、
US Bの場合には表示周波数プラス変調周波数、 L S Bの場合には表示周波数マイナス変調周波数となりま
す。変調周波数は、 T NCによっていろいろな周波数が使用されているため、ご使用の T NCのAF S K周波数
を考慮しておかないと、正しい運用周波数がつかめません。
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送信

周波数はキャリアポイントを表示しています。

ロロ且 OFF OFF 

イラストはTS- 450Sです。

亡ゴ

回通信用ターミナルの借弓クインな背面パネノレのACC2コ
ネクタ に接続します。

”’ t 可 c ，可，－，I  -,. I  t コ. L I U, , ,

閣 DC電源のP OWE RスイッチをON、つづ、いてトランシー
ノfーのP OWE RスイッチをO Nにします。

＠］ディスプレイパネノレに周波数などが表示されます。

匝送信したい周波数を設定します。

国モードをL S BまたはUS Bにします。

[§] T X  MキーでA L Cメーターを表示させます。

[1] P WRつまみを時計方向いっぱいに回します。

直通信ターミナノレかちの送信指令（一般的にはキーボード
から入力します）により送信します。
このとき、他の通信に混信を与えないことをお確かめ
くナ三きし） 0

A L Cメーターの振れがA L Cの範囲を超えないように
MI Cつまみで調整します。

ご｝主意

" :  rx -

パケット（AF S K）の運用

M.  C  HノV F O  C付

む
NOT C H- - @- S GL  

'  '  .  

ノ，－ ソナルコンビュ タ

させる
き回し
すこと
用くだ

1. 実際の運用には使用するターミナルの取扱説明書に従い、正しくセゥトした上で透僧するようにし
てください。

2. ターミナルからの変調信号が大きすぎてMI Cつまみを絞っても変調がひず、む場合は、ターミナ yレ側
の変調出カを下げてくださFい。もし、ターミナノレの問1J レベルが聞定されていろ場合は、本機内の
半固定ボリュームで絞ることもできます。（CT6-4. データ通信変調入力の調整）



4・9. アンテナチューナーの使い方

ご注意
1. アンテナチューナーが内蔵されていないタイプについては、この機能は動作しません。
2. 3. 5MHz帯～28MHz帯のアマチュアバンドで動作します。
3. 電源を入れた直後は数秒間待ってからA T T UNEスイッチを押してくだ、さい。
4. 本機のS WRメーターは、 50MHz帯の場合アンテナによってはS WR値の誤差が大きくなるととがありま

す。

アンテナチューナーは、 20～1500( S羽TR約2.5 :  1）の範囲で同調をとることができます。接続するアンテナ
系のS WRが整合範囲外の場合は無理に同調をとらずにアンテナ系を調整してからご使用ください。なお、
S , Dタイプはチューニング中、送信電力が自動的に約I OWとなります。

アンテナチューナーは、 S WR値の高いアンテナのS WR値を低くすることができますが、電力を有効に空
間に送り出すためには、まず正しく調整されたS WR値の低いアンテナを使うことが重要です。
本機のアンテナチューナーには次の2種類のモードがあります。

①オートチューン
このモードは、チューン用の電波を送信して、自動的にアンテナとトランシーパー聞の同調をとるモー

ドです。

AT  T UNEインジケーター

一静一一一一額
。一一敏

1. T HRU/ AUT OスイッチをA UT O（ー）にします。

2. A T  T UNEスイッチを押します。 c w表示となり、
A T  T UNEインジケーターおよびS WRメーターが点
灯し、チューニングを開始します。
ご注意
C ARつまみが反時計方向に回し切つであると

チューニング用の送信出力が不足しているため、
アンテナチューナーは止まりません。

3. チ斗一二ングが完了すると、 A T T UNEインジケー
ターおよびS WRメーターが消え、自動的にもとの
モードに戻ります。

4. 約20秒しでもチューニングが完了しない場合は、
ビープ音による警告音がでます。
もう一度A T T UNEスイッチを押してチューニング
動作をOF Fにします。

ご注意
警告音がでたときは、アンテナ系に原因がある

場合がありますので、まずアンテナ系を点検して
ください。

5. アンテナ系に異常のないことを確認後、再度
A T  T UNEスイッチを押します。

一度チューニングがとれると、そのバンドのチューニ
ング状態を記憶します。

アマチュアバンドを変更したとき、 T HRU/ AUT Oス
イッチがA UT Oであれば自動的にそのアマチュアバン
ドのチューニング状態の近くに設定します。
したがって再度A T T UNEキーを押すと、チューニン
グに要する時聞が短くてすみます。

ご注意
アンテナチューナーがプリセット中に A T

T UNEスイッチを押すと、プリセットが完了して
からチューニングを開始します。
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②マニュアルチューン
オートチューンがとりにくいときや、アンテナの特性を調べたいときに向調つまみと M. CH/ VFOC Hつま

みを使用して手動で同調をとるモードです。

．運用のまえに

・同調のとりかた

Rチェーン
( VF Oつまみ）

28 

1. MI Nキーを押しながら、 POWE RスイッチをONに
します。

2. M. CH/ VFO C Hつまみで、メニュ一番号の31を選択
します。
UP / DOWNスイッチでOF Fを表示させます。

,  
"l 

3. CL Rキーを押します。

C C  Cl  I  I  

4. マニュアルチューンモードを解除するには、手順2.
でONを選択し、 CL Rキーを押します。

L  T HRU/ AUT OスイッチをAUT Oにします。

2. A T T UNEスイッチを押します。

3. S WRメークーを見ながら向調つまみとM. CH/ VFO
C Hつまみを交互に回してS WR値が最小になるよう
に調整します。
このとき表示部にはチューニングP用バリコンの回転
角が100分率で表示されます。

4. S羽TR値が最小になったら、 A T T UNEスイッチを押
します。

5. チューニングを完了したとき、または、チューニン
グ重力作中にA T T UNEスイッチを押してチューニン
グを止めたときは、そのS WR値がそのアマチュア
バンドのプリセットデータとしてメモリーされま
す。
一度、他のアマチュアバンドでマニュアノレチューニ
ング動作を行ない、再び、もとのアマチュアバンドに
戻ったときはT HRU/ AUT OスイッチがAUT Oであれ
ば自動的にプリセットします。

ご注意
マニュアルモードでも S WRが下がらない場合

は、アンテナのS WR調整をf子ってください。



4-10. プライマリーオペレーション
フロントパネルのキーやつまみの動作を限定するごとができます。モーピル運用のとき便利な機能です。

圃機能の設定方法
l. 電源をOF Fにします。

2. テシキーの2を押したまま電源をONにします。

。M.  C”〆V f O C“  NOTCH －骨－ S OL  '  ＇・「一一十一一ー一一一一一
」聞

？・4E
G

TZ唱。司
mw

一＼参苔
…Jf地

酒

EG昌

．このとき動作するキーとつまみは下記のとおりです。

P OWE Rスイッチ M. CH/ VF OCHつまみ

AT T / OF Fス，イッチ 拠
／
／VOX/ OF Fスイッチ

R Fつまみ

AUT O/ T HRUスイッチ

SEND/ RECスイッチ

A T T UNEキー

／ 
／／／  

F L OCKキー－ /  MODEキ←

VOI CEキ－ V F Oつまみ

M/ Vキー

DE L AY  / CAR/ PWR NB l のON/ OF F / MI Cつまみ

UP / DOWNキー

・設定をもとに戻したいときは
1. 電源をOF Fにします。

2. テンキーの1を押したまま電源をONにします。
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4・11. その他の操作
4-11・1. ビープ音
各スイッチまたはキーを押したとき、ビープ音が鳴りますQ

ビープ音の音量は、セット内部のボリュームで変えることができます。（ケ6-4. ピープ音の音量調整）
また、ビープ音を消すこともできます。（Cr4-11-15. 電源投入時の機能設定）

4-11-2.  モードアナウンス機能
モードキーを喋作したとき、モードの最初の一文字をモールス符号でスピーカーから出力します。この

機能は、電源投入時の機能設定によりビープ音にすることができます。（O"4-11-15. 電源投入時の機能設定）

スビーカーから出力されるモールス符号

モード － r モールス符号 I  
日一一竺

ω

一・・（L)

一（U)

( C)  

吾プ÷7
(R) 

( A)  

(F) 

4-11・3. 警告モールス機能
次のような状態のとき、スピーカーから警告音がモールス符号で出力されます。

電源投入時の機能設定によりビープ音にすることができます。（仁科一11-15. 電源投入時の機能設定）

状 態 モールス符号

・メモリースキャンできない状態でS C AN
キーを押したとき。

1. 指定したメモリーチャンネノレにデータが
ない。 CHECK 

2. 指定したメモリーチャンネノレのデータが 恒国園圃 ． 恒国園圃 ． ．．．． ． 恒国圃圃 ・ ー ・圃岨 ． 一・ 一
すべてロックアウトされている。

｜・メモリーサーチ時に該当するチヤンネノレ
がない。

・テンキーで周波数を入力時、重力作範囲を OVER 
超えたとき。 一一 一 ・・． 一 ． ・ー・

• P L L回路がアンロックしたとき UL  
．． 一 ． 一・ ． 

初



4・11-4. 周波数のステップ
A 同調つまみ

一勧一一盛一一関

金量一間
一一一一一盟国…
z当。平田固園田

B. M. CH/ VFO C Hつまみ

モードにより自動的に周波数ステップがセットされま
す。

モード 周波数ステップ つまみ一回転

SSB/ CW/ FSK l OHz l OkHz 

AM/ FM l OOHz 50kHz  

周波数ステップは、電源投入時の機能設定により切り
換えることができます。（Cr4-l l -15. 電源投入時の機能
設定）
F I NE機能がO Nのときは、 SSB/ CW/ F SKでの周波数ス
テップは l Hz となります。
AM,  F Mモードの周波数ステップは、 l OHz となりま
す。

1. V F O動作時は次のように周波数ステップが変わり
ます。

周波数ステップ｜つまみ一回転

l OkHz  I  240kHz 

周波数ステップは、電源投入時の機能設定により切
り換えることができます。（Cr4-l l -15. 電源投入時の
機能設定）

2. メモリーチャンネル動作時はメモリーチャンネルの
選択ができます。

4・11・5. アマチュアバンドの切り換え
UP / DOWNスイッチでアマチュアバンドを切り換えることができます。

グ I『中｜
〆 l~~I

4・11-6. テンキーによる周波数のセッ卜
動作中のV F O、またはメモリーチャンネノレにテンキーによって周波数を直接入力することができます。

ご注意
動作範囲外の周波数は受け付けません。

K E Y  

B. B3 455 陪X M 

1  JDCl::コ口［ 3  
AT  T UNE  T ONE  γ X  M 

4  ］口区二コ口［ 6  ,, FI  NE  RE V  

？ ］口巨二コ口［ 9  

L R  ］団主コ口［ E N T  

1. E NTキーを押します。ディスプレイはすべて“ 一” が
表示され、入力待ち状態になります。

圧を日
＋ 
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2. 希望する周波数をテンキーにより入力します。
10MHzの桁にはO～4( TS- 690は0～6）の数字のみ入力
できます。 5～9( TS- 690 は7～9）を押したときは、
1MHz の桁に入力されます。 3MHz以下のときは最
初にOを押してください。

回回→

日→

「ζ 仁記→

,,_, 
I  -, • ゴ

3  - － ー－ ｜

3. テンキーで l OHz の桁まで入力すると、終了しま
す。（E N Tキーを押す必要はありません。）
また、 14. 200. 00MHz と設定したいときは、 1、4、2
と押し、 E N Tキーを押してください。表示は下図
のようになります。

DJ  0 回目恒 J
I U コn ,-, ,-, ,-, 
I  I. C  LI LI.  LI LI 

4. 間違えて操作したときは、 l OHz の桁の周波数を
セットする前か、 E N Tキーを押す前までに、 C L R
キーかマイクロホンのP T Tスイッチを押すと、もと
の周波数に戻ります。



4-11-7. テ‘ ュアルデジタルVFO

V F O A、V F OBおよびメモリーチャンネルを使用すると能率の良い送受信ができます。

送受信に使用するV F OA、V F OBおよびメモリーチャンネルは、 A/ Bキー，M/ Vキーおよび、SPLI Tキーで切り
換えます。

ロ回幅七回 ex ・困 p

k文土 ，－－ー－－ X  ~ －一一x

~vJ] ~j i ;~~ 

RX  
T X  

RX  
T X  

F UNC T I ON 

唾ち

－um
－
 

－M
－
 

A = Bキ－
A = Bキーを押すことにより、非動作のV F Oの周波

数、モードおよびフィノレターを動作中のV F Oに一致さ
せることができます。また、 T X V F Oの周波数を R X
V F Oの周波数に一致させることができます。

｝｝王意
受信がメモリ←チャンネノレのときはA = Bキーは

動作しません。

例えば、 V F OAが7MHz LSB,  V F O Bが14MHz US B 
の場合、 V F OAで＇7MHzを受信中にA 二 Bキーを押すと、
V F O B も7MHz L SBモードになります。
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4・11-8. SPLI T（たすきがけ）による交信
V F O A,  V F O B，メモリーチャンネルにそれぞれ周波数を設定し、送受信を異なった周波数で交信するこ

とができます。
メモリーチャンネノレとのスプリットは電源投入時の機能設定（メニユ←番号12）により、機能をO Nにしてか
ら希望のモードを選択します。（0"4-11・15. 電源投入時の機能設定）
送受信に使用する V F OA、V F OBおよびメモリーチャンネルは、 A/ Bキー，M/ VキーおよびSPLI Tキーで切り
換えます。

RX 

由？
ー・昏ー一一- - t・・・

官，．
A
H

－
V
A
V
A
 

R
H
n
T
E
 

圏一 回 RX

由
｜！日｜

・Mm
・T X  

TF- SET操作
SPLI T動作のとき、受信中にTF- SETキーを押すと、押している間だけ自局の送信周波数のチェックおよ

び設定ができます。

T F  SETキ

34 

1. TF - SETキーを押すと、送信周波数で受信状態とな
り、送信周波数を受信することができます。送信時
は動作しません。

2. TF - SETキーを押しながら向調つまみを回すと、受
信状態のまま白局の送信周波数のチェックおよび設
定ができます。

3. 送信周波数の設定およびチェックが終わったら、
TF - SETキーを離します。もとの受信周波数に戻り
ます。



4・11-9. 混信除去機能
[ I ]  IF SHI FT 

IF SHI FTつまみ

旬方向へ回した時 引方向へ回した時

何 l即 日 の手即 時

タ丸伝言λφ ゐ寸1¥  J I「 寸l ¥  J l h  tづ寸l ¥ l  L卜⑤

191のような混信信号
がある場合。コ方向
へ回します

IFンフトンマミ

[ II] FI LTERキー

4のような混信信号
がある場合，⑥方向
へ回します。

I F SHI FTはSSB, CWおよびF S Kモード時のみ動作し
ます。

IFシフトとは、受信周波数を変えないで、 I Fフィル
ターの通過帯域をシフトする機能です。
左図のようにIFの通過帯域がシフトします。
従って、受信している周波数付近に混信信号がある場
合など、 I F SHI FTつまみを回して、混信からのがれ
ることができます。

＋方向に回すと、受信周波数の低い方の混信を除くこ
とができます。この結果、音質は、ローカット（低い
音が減衰する）の音になります。
一方向に回すと、受信周波数の高い方の混信を除くこ
とができます。この結果、音質は、ハイカット（高い
音が減衰する）の音になります。

8. 83MHz と455kHz のフィノレター帯域幅をそれぞれ選
択することができます。

08. 83MHzフィルタ一帯域幅
8.83 キーを押すごとに切り換わります。

る一一一一一一一一一－・「 一；… 一 一： 「
2. 4Kおよび500はオプションのフィルターを
取り付けないと表示しません。

ご注意
1. フィノレターが内蔵されていないところは選択

されません。
2. F Mモードのときは、 T HR Uのみ動作します。
3. 別売のフィルターを取り付けたときは、フィ

ルタ一切り換えをしてください。
（白7-1. フィノレターの取り付け）
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C455kHzフィルタ一帯域幅
455 キーを押すごとに切り換わります。

c[5o:1ーニ ｜ 
500はオプションのフィルターを取り付けないと
表示しません。

ご注意
1. F Mモードのときは、 12k と6kのみ切り換わりま

す 0

455kHzのフィノレター切り換えはF Mモード時のデ
ビエーション切り換えキーにもなります。 12k表
示のときは ±5k Hzデビエーション、 6k表示のと
きは±2. 5kHzデビエーションとなります。

2. フィルターが内蔵されていないところは選択さ
れません。

3. 別売の YG- 455C- l , YG- 455CN- l は、どちらかひ
とつしか取り付けできません。 YG- 455CN- l を取
り付けても 500 表示となります。

4. 別売のフィルターを取り付けたときは、フィル
タ一切り換えをしてください。
(0"7-1. フィルターの取り付け）

初期設定
フィルター 8. 83MHz 455kHz  モード

SSB, CW, FSK 6k 2. 4k 

A M 6k 6k 

F M T HR U  12k 

こ｝玉意
8. 83MHz と455kHzのそれぞれのフィルターの帯域

幅がほぽ等しい場合、総合帯域幅は表示された幅よ
り狭くなります。
例えば、 8. 83MHzフィノレター :  2. 4kHz 

455kHzフィルター :  2. 4kHz 
の組み合わせでは、総合帯域幅は約2. 2kHz となりま
す。



[Ill] NOT CH（ノッチフィルター）つまみ（F Mは除く）

NOTCHキー

4- 11- 10.  ノイズプランカーについて

受信している帯域的に、 c wやビートのような単信
号の混信がある場合、 NOT CHスイッチをONにし
て、 NOT C Hつまみでビート混信が最小となるよう
に調整してください。このつまみは F Mを除くすべ
てのモードで、約500～2600Hzの範囲で、動作します。

イッチをO Nにしたときは、目的の信
衰しますが故障ではありません。
三常にシャープな減衰特性を持つフィ

ーであるため、調整ポイントがずれる場合
ります。

；昆f言信号

オーディオ周波数
ノンチOF F

ノッチ回路の動作

受信信号

オ ヂィオ周波数
ノッチO N

NB  1/ 2キーを押すごとにN81, NB2, OF Fが切り換わります。

NBl / 2キー

NBl  
自動車のイグニツションノイズのようなパルス性ノ
イズの多いとき、 O Nにしてくださし、

NB2 
ウッドベッカー（レーダーパルスによるノイズの通
称）があるとき、 O Nにしてください。

ご注意
1. 信号のプランキング時間が長くなるため、プ i

ランキング音が出ますが、異常ではありませ｜
ん 。｜

2. ウッドペツカーノイズの状態により効果が少 l

ない場合があります。
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4・H ・11. voxによる送受信の切り換え

VOX/ OFFスイッチ

1. ANTI ボリューム

2. voxボリューム

川
一

「ヒ
r」

3. DEL AYつまみ

山口命毛）0 0

38 

QS S B,  F M, AMモード
VOX / OF FスイッチをV OX（ι ）にすると、 SSB, FM,  

A Mモードで音声により送受信の切り換えを自動的に
行うことができます。。cwモード

VOX / OF Fスイッチを V OX（且）にすると、キーダウ
ンしたとき自動的に送信になり、キーアップすると自
動的に受信になります。

vox動作中にスピーカーより出た音でvox回路が
誤動作しないように調整します。（ヘッドホン接続時
は動作しません。）

voxアンプの利得を調整するボリュームです。vox動作が最適になるように調整してください。

vox動作時、遅延時聞を調整するつまみです。適
当な位置でご使用くだ、さしユ。
c w運用のとき、 DE L AYつまみを反時計方向に回し
切っておくと、ブノレプレークイン運用のような動作と
なります。



4 司 11・12. RI Tについて

RI T可変幅表示

円IT RI T 
ON/ OF F  ボリューム
キー

4- 11・13. XI Tについて

XI T可変幅表示

XI T XI T 
ON/ OF F  ホリューム
キ

4・11-14. ムF機能

送信周波数を変えずに受信周波数を土 l . l kHz まで可
変することができます。設定周波数はディスプレイ上
に表示されます。
電源投入時の機能設定（メニュー番号41）により、

±  l . l kHz( l OHz ステップ）または± 2. 2kHz( 20Hzステッ
プ）に設定できます。
(CT4-l l -15. 電源投入時の機能設定）
相手局の周波数がずれた場合、 RI TスイッチをON

にし、 RI T/ XI Tつまみにより受信周波数を相手局に一
致させることができます。 OF F にするときは、
RI Tキーをもう一度押します。

受信周波数を変えずに送信周波数を± l . l kHz まで可
変することができます。設定周波数はディスプレイ上
に表示されます。
電源投入時の機能設定（メニュー番号 41）により、

±  l . l kHz( l OHzステップ）または± 2. 2kHz ( 20Hzステッ
プ）に設定できます。
RI Tで受信周波数を動かした場合、そのままの状態

で送信すると相手局にずれたままの周波数で送信する
ことになります。そのようなときは同調つまみで変え
ることなく XI Tつまみを函すだけですみます。 OF Fに
するときは、 XI Tキーをもう一度押します。

シンプレックスで交信中に数k Hz送受信周波数を離して、スプリツトによる交信をしたいとき便利な機能
です。

匝

1. シンプレックスで運用中に A = Bキ←を押して、
V F O A とV F OBの周波数を一致させます。

2. SPLI Tキーをf甲します。

3. T F  S E Tキーを押しながら、 Ll Fキー（テンキーの7）を
押します。 T F S ETキーはt甲したままにします。
表示がdF 0.00 k Hzとなります。

4. メインつまみやM. CH/ VF O C Hつまみを回すと、受
信周波数からの移動量が表示されます。

T F  S E Tキーから指を離すと表示は受信周波数表示
になり、再びT F S E Tキーを押すと4で設定した表示
になります。

ムF機能の動作を解除するには、再度T F S E Tキーを
ナ甲しながら、 Ll Fキー（テンキーの7）を手甲します。

ムF機能で設定した送信周波数は、動作を解除して
もそのまま送信側の V F O にメモリーされていま
す。
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4・11- 15，電源投入時の機能設定

(1）初期状態の解除または設定

LSB/ USBキーを押しながら、 POWE RスイッチをONにすると、ディスプレイにメニュ一番号が表示さ
れ、いろいろな機能を変更することができます。
メニュー番号は、 M. CH/ VFOCHつまみで選択できます。機能の変更は、 UP/ DOWNスイッチで行います。
希望する機能を変貰後、 CL Rキーを押します。

E量

一A
W

ZAW 
苔一一。一_ )  

置 画

メニュー番号 機 d肖.. 芭そ 初期設定

01 メインエンコーダーの動作をON（動作する）／OF F（動作しない）ができます。 O N  

02 M. CH/ VFO C Hつまみを回したとき、 l kHz以下を自動的にOにする機能を O N  
ON/ OF Fができます。

03 機能指定を除くテンキ の動作をON（動作する）／OF F（動作しなv，）できます。 O N  

04 ピープ音のON/ OF Fができます。 O N  

05 モードアナウンス機能のON（モーノレス）／OF F（ビープ音）ができます。 O N  
06 警告モールス機能のON（モールス）／OF F（ビープ音）ができます。 O N  

07 l OHzの桁の表示をON/ OF Fできます。 O N  
08 メーターのピークホーノレド機能のON/ OF Fができます。 OF F  

09 UP / DOWNスイッチを押したとき、押す前のバンドの周波数を記憶する O N  
( ON）か、しない（OF F）か、の切り換えができます。

10 SSBオートモード機能のON/ OF Fができます。 O N  

11 NB2の動作をON/ OF Fができます。 O N  

12 メモリーチャンネルと V F OとのSPLI TのON/ OF Fができます。 OF F  

13 データをメモリーしたとき、自動的に現在のメモリーチャンネノレに1チャ OF F  
ンネ lレ増やす機能のON/ OF Fができます。

14 メモリーチャンネル運用時、 V F Oつまみで周波数を可変できる（ON）か、可 OF F  
変できない（OF F）かを選択できます。

15 プログラムスキャンホールドのOF F / ONができます。 OF F  

16 リニアアンプをコントロールするリレー動作をON/ OF Fできます。 OF F  

17 運用中のデータの一部または全部を他のトランシーパー（同機種、または OF F  
TS- 850）に転送する機能のON/ OF Fができます。

18 データの転送を受けるとき、 VFO( ON）かメモリチャンネルの00 ( OFF）かを選 OF F  
択できます。

19 送信の禁止ができます。（ON：送信の禁止、 OF F：送信の禁止解除） OF F  

20 メモリープロテクト（消去禁止）のON/ OF Fができます。 OF F  

21 メモリープロテクト（書き込み禁止）のON/ OF Fができます。 OF F  

22 3. 8MHz帯バンドメモリーのON/ OF Fができます。 OF F  
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(2）初期状態の解除または設定と初期値の変更

M. I Nキーを押しながら、 P OWE RスイッチをONにすると、ディスプレイにメニュー番号が表示され、い
ろいろな機能や初期設定値を変更することができます。
メニュー番号は、 M. CH/ VF OC Hつまみで選択できます。機能や初期設定値の変更は、 UP / DOWNスイッチ
で行います。
希望する機能を変更後、 CL Rキーを押します。

置

~ JC督
自（｜屯むむむむ

4  

メニュー番号 機 育E 初期設定

31 内蔵のアンテナチューナーをオート（ON）とマニュアル（OF F）に切り換 O N  えることができます。

32 オートアンテナチューナーの同調終了後の受信動作への自動復帰 O N  

33 同調つまみの1回転の変化量を5kHzかl OkHzかが選択できます。 l OkHz  

34 M. CH/ VFO C Hつまみのステップ周波数を l OkHz、5kHz、2kHzまたは l OkHz  l kHzに切り換えることができます。

35 M. CH/ VFO C Hつまみのステップ周波数をB C帯のみI OkHzか9kHzに切 l OkHz  り換えることができます。（B CバンドのA Mモードのときのみ）

36 1MHzキーがO Nのとき、 UP / DOWNスイッチのステップを 1MHzか 1000 
500kHzに切り換えることができます。 k Hz  

37 F S Kモードのシフト幅を l 70, 200, 425, 850Hzの中から選択できます。 170 

38 F S K送信のキーショートのときに、スペース送信（OF F）／マーク送信 O N  ( ON）の切り換えができます。

39 F S Kモードの受信トーンを、 HI GH( 2125Hz）か L O羽T( 1275Hz）かを選択 2125 できます。

40 c w受信時のピッチ周波数を400Hzから 800Hz までの聞を 50Hzステッ 800 プで変更できます。ただしサイドトーンは約800Hzで変わりません。

41 RI T/ XI Tの可変範囲を土 l . l kHzか±2. 2kHzに切り換えることができます。 1. l kHz 

ご注意
メニュー番号19でO Nを選択したときでも受信部のR F回路は動作していますので、他の送信機と
のアンテナ共用はできません。
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4- 12. メモリー
4・12・1. マイク口プロセッサーバックアップ用リチウム電池について
本機は、リチウム電池でメモリーのパックアップをしています。このため P OWE Rスイッチを切っても、

メモリーは保持されています。リチウム電池の寿命は約5年です。 P OWE Rスイッチを入れたとき、前にメ
モリーした内容が消えるようでしたら、リチウム電池の寿命です。早めに電池交換を行ってください。リ
チウム電池を交換する場合は、購入店または最寄りのサーピスセンターにご相談ください。

4・11・2. マイク口プロセッサーの初期設定状態とリセット
園初期設定状態

周波数 モード
フィルター フィルター

8. 83 455 

VドO A  14.000.00 US B 6k 2. 4k 

VF O B  14.000.00 US B 6k 2. 4k 

メモリーチャン
ネル（00～99)

セ凡
U’F’

 

《

U
V

すま
4m

h
ソあ，刀法方の

’
れ
ソ

川
泊

セ
の

リ
次．
 

1. A ニ Bキーを押しながら、 P OWE Rスイッチを入れ
ると初期設定（オールリセット）されます。

ご注意
この初期設定を行うとメモリー内容や電源投入時の

機能設定丙容などがすべて消去されます。

オールリセット

2. A / Bキーを押しながら、 P OWE Rスイッチを入れる
とメモリーチャンネルの内容を除き、初期設定
( VFOリセット）されます。

4- 12- 3.  メモリーチャンネル
メモリーできるチャンネル数は100チャンネルです。

チャンネル番号 名 称

00～89 シンプレックスまたはスプリットメモリー
チャンネル

90～99 区間指定メモリーチャンネル
（プログラマブノレVFO)

4・12-4. メモリーの内容
各メモリーチャンネノレにメモリーできる内容は次のとおりです。（0 ：メモリー可、× ：メモリー不可）

チャンネル番号 00～89 90～99 

送受信周波数 。 。

モード 。 。（※ 2)

フィルタ一帯域 。 。（※ 2)

トーンON/ OF F 。（※ 1) ×  

上限・下問胃波数 ×  。

AI PのON/ OF F 。 。（※ 2)

メモリチャンネルロックアウト 。（※ 2) 0 （※ 2) 

AGC  。 。（※ 2)

※ 1 送受信ともに F Mモードで
スプリットメモリーとして
使用するとき

※2 メモリーチャンネル運用時
に変更した内容は、自動的
にそのチャンネルのデータ
として書き換えられます。
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4・12・5. メモリーの入力および書き換え
・シンプレックスメモリー（送受信とも同じ周波数）のしかた [ 00～89チャンネル］

M. I Nキー

勺三三：c二 叫＇＂Ii$草委

IIIICI~ 語

M. I Nキー

l メモリーさせたい周波数、モード、フィルターなど
を設定します。
（例）V F OA に14. 175MHzを設定した場合

I  LI  I 可 r ，可，守
I  -, • I  I  :::1 • LI  LI  k  H  z  

U S 8  S しO W

RX• 
A  

T X ・

2. M. I Nキーを押します。ディスプレイには、最後に
操作したメモリーチャンネルが表示されます。

3. メモリーチャンネルをM. CH/ VF OC Hつまみまたは
テンキーにより指定します。

4. 再び、 M. I Nキーを押すと、指定されたメモリー
チャンネルに周波数、モード、フィルターなどがメ
モリーされ、もとの動作状態に戻ります。

ご注意
すでにデータがメモリーされているチャンネル

を選択して、 M. I Nキーを押すと、そのチャンネ
ルのメモリー内容は消去され、新しいデータに変
更されます。
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圃スプリットメモリー（送受信異なった周波数）のしかた [ 00～89チャンネル］

44 

1. メモリーさせたい受信周波数、モード、フィノレター
などを設定します。
（例）V F OA に21. 200MHzを設定した場合

－A
－
 

V《

v－n
拘

R
T
Z

us日

，コ，， ,, ,, ,, 
I. C  LI LI.  LI  LI  k Hz  

S L O W 

2. A/ Bキーを拘1します。

3. メモリーさせたい送信周波数を設定します。
（例）V F OBに21. 210MHzを設定した場合

コ＇ .:J C  I . C 

R X  • 

T X  • 

us 白

I  I I ，・3 ，可’ L人ι I LI  k Hz  
ヨLow 

4. 設定が終わったら再び、A/ Bキーを押します。

5. SPLI Tキーを押します。
SPLI T表示が点灯します。

t コ，， I I  , ,  , ,  SPLI T 
I. 仁 LI LI.  LI LI  k Hz  

S L O W 

E
－
 

－A
 

V

－nV
A
 

”何？’

u  吉田

6. M. I Nキーを押します。ディスプレイには、最後に
操作したメモリーチャンネルが表示されます。

7. メモリーチャンネルをM. CH/ VF OC Hつまみまたは
テンキーで指定します。

8. 再び、 M. I Nキーを押すと、指定されたメモリー
チャンネノレに周波数、モード、フィルターなどがメ
モリーされ、もとの動作状態に戻ります。
ご注意
すでにデータがメモりーされているチャンネル

を選択して、 M. I Nキーを押すと、そのチャンネ
ルのメモリー内容は消去され、新しいデータに変
i更されます。



・区間指定メモリーチャンネル（プログラマブルVFO) [ 90～99チャンネル］

このメモリーチャンネルは、送受信周波数の上限および下限周波数がメモリーされます。上限および下
限周波数を同一にすると標準メモリーチャンネルと同じように使用できます。上限および下限周波数をメ
モリーすることにより、メモリーチャンネルでありながら、その範囲を V F Oのように可変できるチャンネ
ノレです。周波数の可変は同調つまみで行います。 UP / DOWNスイッチを押すと、上限または下限周波数に
移動でき、範囲を確認することもできます。（ケ4-12-10. 上限および下限周波数の確認方法）

区間指定メモリーチャンネノレに、使用したいバンドごとの範囲をメモリーしておくと、コンテストのと
きなどにすばやく周波数を移動できます。

~ 

団

1. メモリーさせたい下限周波数（または上限周波数）を
設定します。
（例）V F OA に7. 030MHzを設定した場合

I  I I コI I I I  I I  
I. LI  :J LI.  LI  LI  k Hz  

L S B  S L O W 

2. A/ Bキーをf甲します。

RX• 
A  

T X ・

3. メモリーさせたい上限周波数（または下限周波数）を
設定します。
（例）V F O B に7. 100MHzを設定した場合

-; '  ，，，・l ，，，・3
I. I  LI  LI.  LI  LI  k Hz  

L  S 目 S L O W 

4. 設定が終わったら再びA/ Bキーを押します。

5. 乱1. INキーをt甲します。

R X  • 

T X  !  

ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネノレが表示されます。

6. 90から 99までのメモリーチャンネルの内、希望の
チャンネルをM. CH/ V F O C Hつまみまたはテンキー
により指定します。

7. 再び、 M. I Nキーを押すと、指定されたメモリー
チャンネルに設定した周波数およびモードなどがメ
モリーされ、もとの動作状態に戻ります。

ご注意
すでにデータがメモリーされているチャンネル

を選択して、 M. I Nキーを押すと、そのチャンネ
ノレのメモリー内容は消去され、新しいデータに変
更されます。
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4・12-6. メモリーチャンネルの呼び出し
次の方法により、希望のメモリーチャンネルを呼び出すことができます。

1. V F O動作をしているとき、 M/ Vキーを押します。
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネルが表示されます。

2. M. CH/ VFO C Hつまみで希望のメモリーチャンネル
を選択できます。

3. V F O動作に戻すときは、 M/ V キーを押すか、
M砂V F Oキーを押してメモリーの内容をV F Oに移す
してください。

4-12-7.  メモリーチャンネルの確認（メモリースクロール）
次の方法により、受信周波数を変えずにメモリーチャンネルの内容を確認できます。

園

1. M. I Nキーを押し、メモリースクロール状態にしま
す。表示周波数が変わりますが実際の受信は、
M. I Nキーを押す前の周波数で行われています。

2. M. CH/ VFO C Hつまみまたはテンキーでメモリー
チャンネルの周波数がチェックできます。

3. メモリースクロール状態を解除する場合、 CL Rキー
を押してください。



4・12・8. メモリーチャンネルの切り換え
・メモリーしたチャンネルのみ切り換えたいとき

圃 回、匝

・空きチャンネルのみ切り換えたいとき

Q] 

[2J 

1. V F O重mf乍をしているとき、乱1/ Vキーを f甲します。
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネルが表示されます。

2. 1MHzキーをO Nにします。（1MHz表示が点灯）

3. M. CH/ VFO C Hつまみを回すと、メモリーしたチャ
ンネ／レのみ切り換わります。

4. V F O動作に戻すときは、 M/ V キーを押すか、
M砂V F Oキーを押してメモリーの内容をV F Oに移す
してください。

ご注意
すべてのメモリーチャンネルに何も書き込まれて

いないとき、 M. CH/ VF OC Hつまみを回すと、モー
ルス符号でCHE CKとスピーカーより出力します。

1. M. I Nキーを押し、メモリースクロール状態にしま
す。表示周波数が変わりますが実際の受信は、
M. I Nキーを押す前の周波数で行われています。

2. 1MHzキーをO Nにします。（1MHz表示が点灯）

3. M. CH/ VFO C Hつまみを回すと、空チャンネルのみ
切り換わります。

4. V F O動作に戻すときは、 CL Rキーを押します。

』 J王意
空チャンネルがないとき、 M. CH/ VFOC Hつまみ

を回すと、モーノレス符号でCHE CKとスピーカーよ
り出力します。
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4・12-9. メモリーシフト （メモリーチャンネルからV F Oへのデータ転送）

48 

次の方法により、メモリーチャンネルにメモリーした内容をV F Oへ転送することができます。

[2l 

メモリーチャンネルの内容

M/ Vキーを押す前の
V F Oの状態

R X ・A  
T X ・
R X  ．． 

日
T X  ．． 

R X  A B  
T X  ．． 

R X  A B  
T X・

1. V F O動作をしている場合、 M/ Vキーを押します。
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネノレが表示されます。

2. M. CH/  V F O C Hつまみで希望のメモリーチャンネル
を選択します。

3. M砂V F Oキーを押すと、そのメモリーチャンネルの
内容がV F Oへ転送され、その周波数はメインつま
みやM. CH/ VFOCHつまみで可変できます。

シンプレックス
メモリーチャンネル

(00～89) 

スプリッ卜
メモリーチャンネル

(00～89) 

区間指定

↓  
R X ・A  
TX• 

R X  ．． 
日

γ x  ．． 

RX• 
A  

T X・
R X  ．． 

日
T X  ．． 

唖豆t ；；「：~二
E 転送されます

↓  
RX• R X ・A  B  A  
T X  ．． T X ・
R X ・ R X  ．． 

A B  日
T X・ T X  ．． 

日X A B R X ・A  
T X  ．． T X 岨

R X  A B  R X  ．． 
B  

T X ’  T X  ．． 

表は転送後のV F Oの状態を示します。

ご注意
1. M砂V F Oキーを押した時点、で、もとのV F Oの内

容は消去されますが、メモリーチャンネ yレの内
容は消去されずに残っています。

2. 選択したメモリーチャンネノレに何もメモリーさ
れていない場合、 M砂V F Oキーを押してもシフ
ト動作は行いません。



4・12・10. 上限および下限周波数の確認方法

次の方法により、 90～99チャンネノレにメモリーした上限および下限周波数を確認することができます。

回、圏直

1. V F O動作をしているとき、 M/ Vキーを押します。
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネルが表示されます。

2. M. CH/ VFO C Hつまみで確認したいメモリーチャン
ネルを選択します。

3. UP / DOWNスイッチのUPを押すと、上現周波数（ま
たは下限周波数）が確認できます。

4. UP / DOWNスイッチのDOWNを押すと、下限周波
数（または上限周波数）が確認できます。

5. V F O動作に戻すときは、 M/ Vキーを押すか、
M ’惨 V F Oキーを押してメモリーの内容をV F Oに移す
してください。

4・12-11. メモリーチャンネル（00～89）のモード、フィルタ一帯域の切り換え
メモリーチャンネノレ動作時に、モードやフィ lレター帯域を切り控えるととができますが、メモリーω内容は変更

されませんのでふたたび、呼び出したときは、メモリーされているモードやフィルタ一帯域になります。
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4- 12- 12.  メモリーチャンネルの消去
次の方法により、希望のメモリーチャンネルを消去できます。

~ 
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1. V F O動作をしている場合、 M/ Vキーを押します。
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネノレが表示されます。

2. M. CH/ VFO C Hつまみで消去したいメモリーチャン
ネノレを選択します。

M.  C H  

- I  L I  L i ;  I-,. 
U吉田

t 守，＝ ,-, ,-, 
I  I  : J . LI  LI k H l  

S L O W 

RX 
T X  

M 

3. CL Rキーを約2秒間押し統げます。表示周波数が消
えて、メモリーチャンネルの内容が消去されます。

M.  C H  

I I  I  ιt I  k  HZ  

4. V F O動作に戻すときは、 M/ Vキーを押します。

RX 
T X  

M 



4・13. スキャン
4-13・1. メモリースキャン

1. V F O動作をしているとき、 M/ Vキーを押します。
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネルが表示されます。

2. S C ANキーを押すと、メモリーされているメモリー
チャンネルを繰り返しスキャンします。

3. スキャン中でもM. CH/ VFOC Hつまみ、およびマイク
ロホンのUP / DWNスイッチは動｛乍します。

ご注意
メモリーチャンネルにひとつも書き込まれてい

ないとき、またはすべてロックアウトされている
とき S CANキーを押すと、モーノレス符号で
CHE CKとスピーカーより出力します。

4. スキャン動作を解除する場合は、 CL Rキーを押して
ください。

5. V F O動作に戻すときは、 M/ Vキーを押すか、
M’ V F Oキーを押してメモリーの内容をV F Oに移し
てください。
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4-13・2. グループスキャン
100チャンネノレを10チャンネノレごと（00～09, 10～19，・・・・・・・， 90～99）のグループに分け、そのグループの範囲

でメモリーされて凶るチャンネルのみスキャンします。

1. V F O動イ乍をしているとき、 M/ Vキーを押します。
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネルが表示されます。

2. S CANキーを押しながらテシキーでスキャンさせた
いグループの最初心チャンネル（10桁台）を指定しま
す。

「「寸 ・・・・ー・・・・・・・・・ 0～9 チャンネル
「「．．．．．．．．．． 10～19 チャンネル
Eコ 20～29 チャンネル

52 

Eゴ．．．．．．．．，．．．． 90～99 チャンネル

3. S CANキーをはなします。スキャンカ宝スタートしま
す。
（例1）グループ2の[ L ] を指定した場合

グループ2

nu 
内〆』U

H
i
l
l－
A
皐
i
1

pu 
CH29 

（例2）グループ1のE コおよびグループ3のEコを指
定した場合

グループl グループ3

CHI O CH30 CH39 CH19 

｜ごト － － － － － － － － － 1 ,. ,  

4. スキャン中でもM. CH/ VFOC Hつまみ、およびマイク
ロホンのUP / DWNスイッチは動作します。

5. スキャン動作を解除する場合は、 C L Rキーを押して
ください。グ／レ←プの指定は再設定されるまで解除
されません。

6. V F O動作に戻すときは、 M/ V キーを押すか、
M惨V F Oキーを押してメモリーの内容をV F Oに移し
てください。



4 開 13-3. メモリーチャンネルロックアウト
メモリースキャンをするときに飛び越したいメモリーチャンネノレを指定で、きます。

1. V F O動作をしているとき、 M/ Vキーを押します。
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネノレが表示されます。

2. 恥1. CH/ VFO C Hつまみでロックアウトしたいメモ
リーチャンネルを選択します。

3. CL Rキーを押すとメモリーチャンネル番号の横の小
数点、マークが点灯し、ロックアウトされたことを示
します。

ご注意
CL Rキーを押し続けますと、メモリー内容が消

去されます。

M.  CH 

円 . I  LI I 可 C ,-, n  
U  f .  I  I .  I  I コ. LI LI k Hz  

us日 S L O W 

RX 
T X 

M 

4. もう一度CL Rキーを押すと、小数点マークが消え、
ロックアウトは解除されます。

ご注意
メモリーされているすべてのチャンネルをロッ

クアウトしてメモリースキャンを行ニうと、モール
ス符号でCHE CKとスピーカーより出力します。

5. V F O動作に戻すときは、 M/ Vキーを押すか、
M砂V F Oキーを押してメモリーの内容をV F Oに移し
てください。
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4・13-4. プログラムスキャン
V F O A またはV F O B動作中に S C ANキーを押すと、そのときの周波数から高くなる方向（または低くなる

方向）にスキャンをはじめます。
0 9 0～99チャンネルに何もメモリーしていないとき、 S CANキーを押した時点で自動的に次の周波数が

90チャンネルにメモリーされます。
下限周波数 30. 00kHz
上限周波数 40. 000( TS-690は60. 000MHz ) MHz

従ってこのときは受信可能範囲すべてをスキャンします。
0 9 0～99チャンネルに区間指定メモリーのデータがメモリーされているときは、そのデータに従って区間

指定メモリーチャンネルすべてをスキャンします。

スキャンさせたいチャンネルを指定することもできます。

スキャンの解除

@]  

チャンネルの指定
1. S C ANキーを押しながら区間指定メモリーチャンネ

ル（90～99チャンネル）の末尾の数字に相当するテン
キーをt甲してください。
例えば、 93チャンネルならテンキーの3を押してく
ださい。 93チャンネルにメモリーされた周波数帯
をスキャンします。

2. スキャン方向は下限周波数から上限周波数の方向（また
は上限周波数から下限周波数）に繰り返しスキャンします。

3. スキャン中でもモード、フィルターを変更すること
ができます。

4. スキャン動作を解除する場合は、 CL Rキーを押して
くださしユ。

複数の区間指定メモリーチャンネルを順番にスキャンすることができます。（最大10チャンネルまで）
この場合、若いチャンネル番号より順番にスキャンします。
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（例）メモリーチャンネル 91 に 14. 000MHz（下限）、
14. 0l OMHz（上限）、メモリーチャンネル 92 に
21. 000MHz（下限）、 21. 0l OMHz（上限）がメモリー
されている場合。

S C ANキーを押しながら、テンキーの1および2を押す
と、メモリーチャンネ lレ91 と92にメモリーした範囲内
を繰り返しスキャンします。

メモリーチャンネル91 メモリーチャンネル92

14. 000 14. 010MHz 21. 000 21. 010MHz 

十一一 ＋｜ 



4・13・5. スキャンスピード

4- 13・6. スキャンホールド

スキャンのスピードは、スキャン中にRI T/ XI Tつま
みで可変できます。反時計方向に回すほどスキャンの
スピードは早くなります。
RI T/ XI T つまみが反時計方向（または時計方向）に回し
切ってあった場合、スキャンスピードをさらに早く
（または遅りするときは、一度つまみを逆方向に戻し
てから回してください。

一度決定されたスピードは、スキャンを解除しても
記憶しています。

電源投入時の機能設定により動作します。
(Cr4-l l -15. 電源投入時の機能設定）

プログラムスキャン中に、同調つまみを回すと、その
周波数で一時停止し、約5秒後に再びスキャンを開始
します。
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4-14.  レピーターによる交信
29MHzのレピークーは、電離層反射を利用するため、広い地域のアマチュア局と交信することができま

す。

「記、注意
10 レピ」ターによる交信には別売のトーンユニット（TU- 8）が必要です。
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i  C)  トーンユニット（TU- 8）を組み込んだときに、トーン周波数は88. 5Hz 、連続（C）／パースト（B）切り換えは
連続（C）を選択してくたさい。

@]  ~ 

1. V F O A にアクセスしたいレピークーの送信周波数
を設定します。

（例）V F OA に29. 650MHz F Mを設定した場合

2. A / Bキーをf甲します。

3. V F O Bにアクセスしたいレピ←ターの受信周波数
を設定します。

（例）V F OBに29. 550MHz F Mを設定した場合

4. A / Bキーを押します。
5. SPL I Tキーを押します。

SPL I T表示と V F OA およびV F O Bの動作条件が表
示されます。

6. T ONEキ←を押します。
T表示が点灯します。

7. 必要ならこのデータをM. I Nキーを押し、希望の
メモリーチャンネノレ（00～ 89の間）にメモリーして
おきます。

8剛マイクロホンの P T T スイッチを押すか、
REC/ S ENDスイッチを S E NDにすると、送信状態
になりますのでマイクロホンに向かつて話してく
ださい。

ご注意
送信する前に、他の通信に混信を与えないこと

をお確かめください。

9. マ イクロホンの P T T スイッチを戻すか、
REC/ S ENDスイッチをRE Cにすると、受信状樫に
戻ります。



日本の29MHz帯レピーター

ー •c,。o d ・

‘ oil 

J RGYT 

0  
宇

。0 受信周波数： 29. 570Mト4
l  ♂送信周波数：目

z  

0  ． 
(I 

1991年6月1日現在

J P8YCV 
送信周波数： 29. 650MHz
受情周波数： 29. 550MHz 

29MHz帯の電波のとどく範囲は、季節および時間によって時々刻々変
化しています。
したがって、いつ、どこからでも目的のレピーターをアクセスでき
るとは限りません。
まず目的のレピーターの送信周波数を受信してみます。
もし、他局が交信しているのを良好に受信できたら、そのレピー
ターはアクセスできるはずです。
無意味にそのレピータ一周波数での電波の発射はしないでください。
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4・15. パソコンコントロールによる運用
インターフェイス I F- 232C（別売）を接続することにより外部のパソコンで以下のコントローノレができま

す。詳しくは、取扱説明書（別売有料）を用意しております。お近くの当社サービスセンター、営業所にご請
求ください。

部品名：コマンド解説書

圃パソコンでコントロールできる内容

コマンド 機能

AI  I F（インフォメーション）コマンドの
ON/ OF F  

DN/ UP マイクロホンのUP/ DOWNキーと同じ
機能

FA/ FB V F O A またはVF OBの周波数設定

F L  I Fフィルターの選択

FR/ FT 受信／送信のファンクション設定

FS FI NEのON/ OF F

I D 本体I Dコードの読み出し

I F インフォメーション

L K  F. LOCKのON/ OF F

MC  メモリーチャンネ／レ番号の設定

MD  モードの設定

MR  メモリーチャンネノレの読み出し

。 。。 。。

＠ 。 。。 。。 0 0  

部品番号： 862・0098・00

コマンド 機能

M W  メモリ←の書き込み

MX  AI PスイッチのON/ OF F

P T  c w受信時のピッチ選択

R C  RI Tのクリアー

RD/ RU RI T/ XI T周波数のUP/ DOWN

R M メーター表示の読み出し

R T  RI TのON/ OF F

RX / T X 送信／受信の切り換え

S C S CANのON/ OF F

S M Sメーター値の読み出jし

T O T ONEのON/ OF F

V R  VOI CEキーのON

X T  XI TのON/ OF F

ノてーソナルコンヒ。斗ータ

接続図
( DSP- 100を使用しているとき、 I F- 232CはDSP- 100のC ONT OUTに接続します。）

4・16. VOI CE（ボイス）機能［音声合成ユニッ卜vs・2（別売）取り付け時］

VOI CEキー
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音声合成ユニット VS- 2を取り付けることにより、
VOI CEキーを押すと受信周波数を音声で知らせま
す。また、電源投入時の機能設定状態のときは、メ
ニュー番号とその内容も音声で知らせます。
発声中にもう一度、 VOI CEキーを押すと音声が止

まります。（0"7.2. 音声合成ユニット VS- 2の取り付け）



4・17. デジタル変復調機能［デジタルシグナルプロセッサーDSP- 100（別売）接続時］
16bi tのAI D, DI Aコンパーターと、 DS P（デジタノレシグナノレプロセッサー）により、 SSB, CW,  AM,  F S Kの変

調とS SB、c w、F S K交信時の検波を行います。

(1）各モードの特徴
⑦SSB送信モード

デジタル信号処理による 10次のフェーズシフトネットワーク（P S N）での変調により、従来のS SBモードよ
り高音質の変調披が得られます。

②cw送信モード
波形の立ちよがり、立ち下がり特性をデゾタ Jレ信号処理により整形しているため、良時な特性が得られ

ます。

③A M送信モード
デジタル変調処理と、 84次の F I Rフィルターにより、振幅特性、群遅延特性が良好で、、 100%変調までひ

ずみの少ない変調波が得られます。

④FSK送信モード
波形の立ち上がり、立ち下がり特性をデジタル信号処理により整形し、位相が連続なF S K変調を行うた

め、ひずみの少ない良好な変調波が得られます。

⑤SSB,  CW,  FSK受信モード
SSB,  CW,  F S Kの受信信号をDS Pにより検波を行いますので、従来の S SBモードより高音質の受信音が得

られます。

( 2）接続

DSP- 100に付高している4本の接続ケーフツレを使用し、下図のように接続します。

DS P  100 

6ピンケープルはDS P幽 100のC ONT I N 
コネクターと、トランシーパー左横の
6ピンコネクターとに接続します。

6ピンケーブル

。。 0 0  c  

。。 。
門
H
H
U
H
H
H
U

れいいUHHHHu
i
 

イラストはTS- 450Sです。

接続図
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( 3）運用

運用の前にDSP- 100の取扱説明書の項目S( SSBの送信出力調整）を必ず実施してください0・SSBの送信

・cwまたはFSKの送信

… m 阜且
：品品T 王子す主砂

主＝ ! _' l . t75G__G .  .， 出掛
1重量進委

轟量同事事事0

. A Mの送信

ご注意

1. トランシーパー、続いてDS P・100の電糠をO Nにし
ます。

2. DSP- 100のT Xスイッチを押します。
3. トランシーパーのモードをUS BかL S Bを選択しま

す。
4. トランシーパーのS END/ RE Cスイッチを押して送

信状態にします。
5. マイクロホンに向かつて話j し、トランシーノマーの

A L Cメーターの振れがA L Cの範囲を超えないよう
に、 DSP- 100のMI CGAI Nつまみを調整します。

1. トランシーパー、続いてDSP- 100の電源をO Nにし
ます。

2. DSP- 100のT Xスイッチをf甲します。
3. トランシーパーのモードをC W（または F S K）にしま

す。
4. トランシーノマーの S END/ RE Cスイッチを手甲し、

キーダウンして送信状態にします。
5. トランシーパーのA L Cメーターの振れがA L Cの範

囲を超えないように、 DSP- 100のC A R L E VE Lつ
まみを調整します。

1. トランシーバー、続いてDSP- 100の需源をO Nにし
ます。

2. DSP- 100のT Xスイッチを押します。
3. トランシーパーのモードをA Mにじます。
4. トランシーパーのS END/ RECスイッチを押して送

信状態にします。
5. トランシーパーのP WRメーターの振れが最大出力

の約1/2になるように、 DSP- 100のC A R L E VE Lつ
まみを調整します。

6. 次に、トランシーパーの P WRメーターの振れが23ぺ
ージのイラストレベルを越えないよう、 DS P司 100の
MI C GAI Nつまみを調整します。

DSP- 100のT XスイッチがOF F または電源がOF Fになっているときは、 DSP- 100のMI C GAI N、C A R
L E VE Lつまみは動作しません。トランシーパーのつまみをご使用くださし￥。

・受信
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1. トランシーパー、続いてDSP- 100の電源をO Nにし
ます。

2. DSP- 100のR Xスイッチを押します。
3. 各モードで聞きやすい周波数帯域になるように、

F I L TERスイッチを設定します。
この F I L TERスイッチで設定された周波数帯域
は、送信時も同じ周波数帯域となります。



4-18.  リニアアンプとの運用

(1）接続

リニアアンプに付属のケーブ／レを使用じて、下図のように接続します。

( 2）運用のまえに

TL  922 

黒

赤
アースケーフル 接地

アンテナTL- 922に付属の問軸ケーブル

TL- 922に付属のusプラグ付さケープルは使用しません。

1. L SB/ USBキーを押したまま、電源スイッチをO Nにしま
す。

2. M.  CH/ V F O C Hつまみを回してメニュー番号の16を選択
します。

3. U PまたはD OWNキーを押して、表示をO Nにします。
リモートコントロール用リレーが動作状態になります。

4. C L Rキーを押します。

5. リニアアンプの調整はリニアアンプの取扱説明書に従つ
て操作してください。
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4・19 外部アンテナチューナー［AT- 300（別売）接続時］運用

本機には別売の外部アンテナチューナー（A T幽 300）が接続できます。
ローバンド用の、ロングワイヤーアンテナなどとのマッチングをとりたいとき有効に機能します。

ご注意
1. AT- 300の接続および設置についてはAT- 300の取扱説明書を参照しでください。
2. 50MHz帯は動作しません。

TS- 690で同MH z帯を運用するとさは、アンテナをA N T 2に直接接続してくだきい。

(1）トランシーパーとの措続

司軸ケーフル

i  

イラストはT S 450Sて’ す。

( 2）運用のまえに

[3] 
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アンテナ

コント口一ルケーブル（ 15m付属）

1. E N T キーを押したまま、電源スイッチをO Nにします。

2. M.  CH/ V F O C Hつまみを回してメニコ一番号の01を選択し
ます 0

3. U PまたはD OWNキーを押して、表示をO Nにします。

4. C L Rキーをt甲します。

この操作を行った後は、内蔵のアンテナヂューナーは動作し
ません。

5. 設置場所を変更したときや、 AT- 300を取り外したときは
上記の3でOF Fそ選択してください。



( 3）操作

AT  T UNEインジケーター

1. 目的の送信周波数を設定します。

2. A T  T UNEスイッチを押します。モードがc wとなり、 A T
T UNEインジケーターが点灯し、チューニングを開始し
ます。

こ迂意
1. C A Rつまみが反時計方向に回し切つであると

動作しません。
2. チューニング中の送信出力は I OWです。

3. チューニングが完了すると、 A T T UNEインジケーターが
消え、自動的にもとのモードに戻ります。

4. 約20秒しでもチューニングが完了しない場合は、ビープ
音による警告音がでます。
もう一度A T T UNEスイッチを押してチューニング動作を
OF Fにします。

ご注意
警告音がでたときは、アンテナ系に原因がある

場合がありますので、まずアンテナ系を点検して
ください。

5. アンテナ系に異常のないことを確認後、再度 A T T UNE  
スイッチをf甲します。
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4-20. スプリット周波数転送機能
トランシーパーを2台接続して、どちらか一方の運用情報を、もう一台のトランシーパーに転送する機能

です。
ご注意
1. 運用情報を転送中は、その他の機能の動作が遅くなる場合があります。
2. 転送できる機種はTS- 450, TS・690, TS・850との間です。ただし、データを受け取る側で機能しない情報は

転送を受けた側で無視します。
3. TS- 850と 府 知るとき は TS- 850(}) ~t ］］＼~｝ J 寺の機能設 U ニベ叫プりツト周跡送機能） j  

をO Nにしてください。

4・20・1 接続
6P DI Nプラグを使用して、接続ケーブルを作成するか、または6P DI Nコード（l m）で各々のACCl コネク

ターを接続します。
6P DI Nプラグ（別売）（部品番号E07- 0654・05）または 6P DI Nコード（別売）（部品番号E30- 3047伺 05）をご希望の方
は、最寄りのサービスセンターまたは営業所にお問い合わせください。

E30- 3047 05または自作したケーブル

lぺ円
' 0  

。。 。。

，日子、
、とみ 。。 。。 0 0  

端子番号 信号名

GND 信号タラント
2  T X D 送信データ
3  R X D 受信データ
4  CT S  送信可
5  円T S 送信要求
6  NO 無配線

4 芯シールドケーフル
（プラグを表側から
足た図）

片方のトランシーパーにDSP- 100が接続されでいる場合には、図1のように接続します。

。。直面。
E30 3047- 05または自作したケーブル

＠ 。。 0 0  

DP S  100に付属している6 Pケーブル

。。
画雪面

⑦ 

nH汁
刈
川
U

n川川

HNUU

イラストはT S 450Sです。 。。 0 0  。
図 1

制



両方のトランシーパーにDSP- 100が接続されている場合には、図2のように接続します。

イラストはTS- 450Sです。

←E30司 3047-05または自作したケーフル

イラストはTS- 450Sです c

図 2

ご注意
DSP- 100の電源がOF Fのときは、この機能は動作しません。

4・20-2. 機能の設定

画

直層記
T日

＠ 
。0 0  {{:) 

二二フーーヨ ~::r

両方のトランシーパーを、竜源投入時の機能設定によ
りO Nにします。
（本機では40ページ参照：メニュー番号17、18)

4・20- 3，転送できる内容
受信周波数とモード

4・20・4. 操 作 1. データを送り出す側のM. I Nキ←を押します。
2. メモリーチャンネルの00を選び、ます。
3. もう一度M. I Nキーを押します。

ご注意
この操作をすると、前にメモリーチャンネル00に

入っていたデータは転送したデータに書き替わります。
転送の操作をするときはメモリーチャンネル00のデ
ータはあらかじめ他のメモリーチャンネルに移して
おくことをおすすめします。

転送が終わるとデータを受けた側の無線機から「QS L」と
モールスでアナウンスします。
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5. 保守および調整
5-1. アフターサービス 5-2. セットのお手入れ
1. 保証書一保証書には必ず所定事項（ご購入店名、

ご購入日）の記入および記載内容をお確かめの
上、大切に保存してください。

前面パネル、ケースなどが汚れた場合、シリコン
クロスまたは柔らかい布でからぶきしてください。

2. 保証期間一お買い上げの日より 1年間です。
正常なご使用状態でこの期間内に万一故障が生
じた場合は、お手数ですが製品に保証書を添え
て、お買い上げの販売店または当社サービスセ
ンター、営業所にご相談ください。保証書の規
定に従って修理いたします。

ご注意
シンナ一、ベンジン、アルコールなどを使用しな

いでくださしユ。変色したり変形する場合がありま
す。

3. 保証期間経過後の修理についてはお買い上げの
販売店または当社サービスセンタ一、営業所に
ご相談ください。修理によって機能が維持でき
る場合にはお客様のご要望により有料で修理い
たします。

4. アフターサービスについて、ご不明な点はお買
い上げの販売店または当社サービスセンター、
営業所にご遠慮なくご相談ください。

5-3. 故障とお考えになる前に
次のような症状は故障ではありませんのでお確かめください。下表に従って処置しでもなおご不審な場

合は、当社サービスセンターにご相談ください。

受信の場合

症状 原因 処置

POWE Rスイッチを入れでも表 1. 電源コネクターと電源コード 1. 差し込みを完全にする。
示が点灯せず音も出ない。 との差し込み不完全

2. ヒューズが切れている。 2. ヒューズを交換する。（再び切れる
3. DC安定化電源のスイッチが ときは故障）

入っていない。 3. スイッチを入れる。

POWE Rスイッチを入れでも正 マイクロプロセッサーの誤動作 1. 電源電圧を確認する。
常に表示をしない。 ( l OOV土l OV以内）

バッテリーは 11. 8V～16Vのものを
使う。

2. A 二 B（またはA / B）キーをt甲しなカヨ
らPOWE RスイッチをONにする。

POWE Rスイッチを入れると パックアップ用電池の寿命 4-12-1. 項を参照してください。
1 4MHz  US Bの表示をし、メモ
リーの内容が消去されている。

アンテナをつないでも信号が受 1. スケ lレチが動作している。 1. SQLつまみを反時計方向に回す。
信できない。
受信感度が低い。 2. A T Tスイッチが入っている。 2. A T TスイッチをOF Fにする。

3. REC/ SENDスイッチカヨS E ND 3. RE Cにする。
になっている。

4. マイクロホンのP T Tスイッチ 4. すみやかにP T Tスイッチを受信側
が送信側になっている。 にする。

5. AI PカヨONになっている。 5. AI PをOF Fにします。



症 状 原因 処 置

アンテナをつないでも信号が受 R Fつまみによって高周波回路の R Fつまみを時計方向に回し切る。
信できずS メーターが振り切れ 利得を下げである。
る。
信号がない場合でも S メーター
が振れて、ある位置で止まって
いる。

信号を受信した場合、正しく復 MODEキーの設定が不適当 MODEキーを他のモードに変えてみ
調できない。 る。

RI T/ XI Tつまみを動かしても周 RI T/ XI T機能がOF Fとなってい RI T/ XI Tキーを押す。
波数が変わらない。 る。

S SBの受信音が極端にハイカツ I F SHI F Tのつまみイウ晋不滴当 I F SHI F Tつまみを中央（12時方向）に
トまたはローカットになってい する。
る。

UP / DOWNスイッチを押しても F . LOCK機能がO Nになってい F . LOCKキーを押す。
同調つまみなどを回しでも周波 る。
数が変化しない。

メモリースキャンが動作しな メモリーチャンネルに何も入力 周波数などをメモリーする。
し斗。 されていない。

ご注意
次の周波数でビート音が聞こえる場合があります。
5. 000MHz,  10. 000MHz,  20. 000MHz,  30. 000MHz,  40. 000MHz,  50. 000MHz( TS- 690のみ）
この周波数以外にもビート音が聞こえる場合がありますが、これはセットの周波数構成によるもので故
障ではありません。（例：8. 375MHz、18. 863MHz、50. 973MHz( TS 690のみ））

送信の場合

症状 原因 処 置

出力が出ない。 1. マイクロホン端子の差し込み 1. マイクロホンを確実に差し込んで
不良。 ください。

2. MI Cつまみが絞ってある。 2. MI Cつまみを時計方向に回してく
ださい。

3. アンテナの接続不良。 3. アンテナを確実に接続してくださ
しユ。

voxカヨf動かない。 1. GAI Nボリュームが反時計方 1. GAI Nボリュームを回し、適当な
向田し切りになっている。 位置にする。

2. ANT I ボリュームつまみの調 2. ANT I ボリュームを反時計方向に
整不良。 回し調整する。

vox動作の場合、スピーカーの ANT I ボリュームの調整不良。 ANT I ボリュームを時計方向に回し調
音でvoxが働いてしまう。 整する。

リニアアンプが働かない。 1. リニアアンプ用のリレーが動 1. 動作状態にする。（0"4-18. リニア
作状態になっていない。 アンプとの運用）

2. R E MOT Eコネクターの接続不 2. 正しい接続に直す。（〔'.r4-18. リニ
良。 アアンプとの運用）
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5-4. 調 整
ケースの取り外しと取り付け

下側ケースのカバーを取り付けている 2本のねじを外します。
「一一一一一一一一
こ浬意
1. カパーを取り外し、または取り付ける前に、必

ずP OWE RスイッチをOF Fにし、 D C電源コー
ドを抜いてください。

2. カバーを取り付けるときに配線を傷っけないよ
うにしてください。

こ。注意：

指定部品以外には
絶対に触れないで
ください。

VR6：ビープ音の音量調
整ができます。

~ 
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fil oo口 O IF 叩 I T

口 O
口 0  臼 I  )t£;£;t, 「ゴコ ｜ 

! l 3l寸I丑 NOU d O ZH>t£;£; t,  。
VR7：サイドトーンの音量

調整ができます。

VR13：データ通信用変調
入力の調整ができ
ます。

VR23:  F M運用時、使用す
るマイクロホンに
合わせて感度の調
整ができます。

SI ：移動局の免許を申
請する場合、送信
出力を全パンド
5 0Wにパワーダウ
ンできます。
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1. トランシーパーの上下ケースを外します。

2. スピーカー取付け金具を外します。

3. PL Lユ二ツトのシー Jレドカバーを外します。

4. PL LユニットのTPl 端子に付属のマーカー用コード
を差し込み、もう片方をR F基板のCAL端子に差し
込みます。

5. J J Y / WWV( l OMHz ,  15MHz）などを受僧します。

6. J J Y / WWVのピート信号にマーカー信号が重なり、
ダブルビート（高低2つのビート音）が聞こえます。
そのビート音が正確に一致してダブルビートのうな
りの周期が最大（周波数は最小）になるようにトリ
マー（TCl ）を調整します。

ご注意
本機は工場出荷時、規格内に校正されていますの

で、特に必要な場合以外、調整しないでください。

7. 調整が終わったら、マーカー用コードを抜いてくだ
さし） 0

ご注意
ユニットなどを元に戻すときに配線を傷っけな

いようにしてください。
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6. アクセサリー（別売）の組み込み
作業を始める前に、必ずDC電源コードを抜いてください。

6・I. フィルター

8. 83118. 83 
(SSB)I I  ( CW)  

~｛~， ~I レトく争

70 

運用のまえに

I F UNI T 

4 4 5  
( CW)  

図 l

メニュー
フィノレター位置

番号

02 8. 83( SSB)  

03 8. 83( CW)  

04 455( CW)  

表1

~ 

フィルター表示

2. 4k 

500 

500 

1. 下側ケースのカバーを外します。

3. フィルターを取り付け、ねじで固定します。向きの
指定はありません。

4. カバーを元どおりに取り付けてください。

1. DC電源コードを接続します。

2. E N Tキーを押したまま、電源スイッチを入れま
す。

3. M.  CH/ VFO.  C Hつまみを回して、メニュー番号を選
択します。（表1参照）

4. U PまたはD OWN キーを押して、表示をO Nにしま
す。

5. 2個以上のフィルターを同時に組み込んだときは3
と4を繰り返して操作します。

6. フィルターの設定が終わったら、 C L Rキーを押し
ます。

ご注意
YK- 88SN- 1 とYG- 455CN- 1 を取り付けた場合、
Y K・88SN- 1 は 2. 4k 表示となり、 YG- 455CN- l
は 500 表示となり、それぞれ実際の帯域とは
異なります。





6-4. 温度補償型水品発振ユニット（S O・2)

〈〉〈）
CAR UNI T 

る
図 1

nuwmH 
巳己コ（＇） !3 

「－
PL L  UNI T 

二↓
図2
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1. 上側ケースを外します。

2. スピーカー取り付け金具を外します。

3. PL Lユニットのシールドカバーを外します。（図1)

4. PL LユニットのCN3の同軸コネクターを抜きます。
プリント板のねじを外し、引き起こします。（図2)

5. ジャンパ一事事羽T4，羽T5をカットします。（図2)

6. S0- 2を指定位置に取り付けて、はんだ付けしま
す。（図 2)

7. CN3の同軸コネクターを差し込み、プリント板のね
じを締めます。
ご注意
作業の際に指を挟んだり、配線を基板とシャーシ
の聞に挟まないようにしてください。

8. シールドカバーとスピーカー取り付け金具を付けま
す。
ご注意
作業の際に指を挟んだり、配線を基板とシャーシ
の聞に挟まないようにしてください。

9. ケースを元どおりに取り付けてください。
J 主意
作業の際に指を挟んだり、配線を基板とシャーシ
の聞に挟まないようにしてください。



6- 5 オートアンテナチューナー（AT- 450)

ネ』

図 l

図2

1. 上下ケースを外します。

』｝王意
オプションフィノレターが組み込まれているとき
は、必要な作業以外、下側ケースを取り付けて作
業してください。

2. AT- 450 を3本のねじで取り付けます。（図1)

3. フラットケーブノレをコントロールユニットのソケッ
トに差し込みます。（図2)

4. フィルターユニットのシールドカバーを外します。
（図2)

5. 7ピンコネクターをフィルターユニットのCN9に差
し込みます。（図2)

6. 同軸コネクター（白チューブ付き）をフィルターユ
ニットのCN3に差し込みます。（図2)

7. もう一方の同軸コネクターをフィルターユニットの
CN4に差し込みます。（図2)

8. フィルターユニットのW5をカットします。（図2)

9. フィノレターユニットのシールドカバーおよび上下
ケースを取り付けます。

』迂意
作業の際に指を挟んだり、配線を基板とシャーシ
の聞に挟まないようにしてください。

運用のまえに
1. E N Tキーを押したまま、電源スイッチをO Nにします。

2. M. CH/ V F Oつまみを回してメニュー番号の0 1を選択
します。

3. 表示がOF Fになっていることを確認します。

4. 表示がO Nの場合、 U PまたはD OWNキーを押して、表
示をOF Fにします。（外部アンテナチューナーモードを
内部アンテナチューナーモードに切り換える）

5. C L Rキーを :J'I甲します。
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6-6. パワーアップキット（P A・450)

ご注意
このパワーアップキットは、 TS- 450V/ 690VのHF帯終段入力を200Wにするためのキットです。

TS- 450D/ 690Dからのパワーアップについても P A・450を使用しますが、内部回路の改造を伴いますので、
当社サービスセンターにお問い合わせください。
測定器をお持ちでない方は販売店または当社サービスセンターで行ってください。有料となります。
なお、調整のみを依頼するときも有料となります。
パワーアップ後は、本体に付属のD C電源コードは使用できなくなります。別売のD C電源コード P G・2 X

が必要です。

回用意する工具、測定器と付属ねじ

青三 名称 長さ 個数

官 ら：べねじ 8 mm 5  

管 なべねじ 4 mm 2  

官 タップタイト
6 mm 1  

ねじ・l OWファイナルユニットの取り外し

ご注意

・プラスドライノ f ー
用途 ・リードペンチ

・調整棒
TRQ4/ 5用 ・50. 0（耐電力100W以上）のダミーロードと通過形電力

計または終端形電力計
ファンモータ用・ 5 A程度の電流が測れる電流計またはテスター

・13. 8V, 20A以上のD C安定化電源（PS- 53など）
サーミス々 用・ D C電源コードPG- 2X（別売）

,  ,,. ・M型コネクター付き同軸ケーブル（5D・2V以上、 l m
程度）

1. はじめに、 P OWE RスイッチをOF Fにし、 D C電源コードを抜いてください。
2. 取り外したねじは、取り付けの際必要となりますので、無くさないようにしてください。
3. 関係のない配線に手を加えたり、配線を傷つけたりしないようにしてください。

作業が終わる毎に口にマークを入れておくと便利です。

口 1. 上側ケースを外します。下側ケースのねじも外
しておきます。

Ji ノ lご注意
オプションフィルターが組み込まれていると
きは、必要な作業以外、下側ケースを取り付

6ゐ けて作業してください。

口 2. フィルターユニットのシーノレドカバーを外しま
す。

口3. CNl の同軸ケーブノレを抜きます。
TS- 690はCN2も抜きます。

口4. リード（赤色）付きコネクターを外します。

口5. 6本のねじを外しフィルターユニットをシャー
シごと起こします。

② ／＼＼  ／。 －’ ”－ 同－－咽旬、・－〆〆
／ 
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伊
W 6  

団占ゐ口出よる

（底面）

・l OOWファイナルユニットの取り付け

匂Zて乾－ D
~©閥弘

① 

（；主）

（注）．長いねじは故障の原因に
なりますので使用しない
でください。

このコネクターは、
後で I OOWファイナル
ユニットのCNSとCN9に接続します。

口6. W4から出ている赤黒コードのコネクターを
外します。（TS- 690Vで既に PA- 51が組み込
まれているときのみ）

口7. W5から出ている赤白コード 2本のコネク
ターをタ卜します。

口8. W6から出ている 4本のリード付きコネク
ターを中継コネクター側で外します。
( TS- 690Vで既に PA- 51が組み込まれている
ときのみ）

口9. CN2, 3, 4, 6に接続されているコネクターを外
します。

口10. WI（ファイナル入力）に接続されている同軸
コネクターをR Fユニット側で外します。
TS- 690の場合はCN7に接続されている同軸
コネクターも外します。

口11 ICI, 2, 3 をシャーシと接触させているスプリ
ングをリードペンチで外します。

口12. D Cソケットの十（赤コード）に接続されてい
るコンデンサをタトします。

口13 D Cソケットを外します。

Li "'  
｜｜ 〉ツメを強く押してセット

t:?" ~ 内部に押し込みます。

r~ ノ

口14. プリント板を取り付けている 6本のねじと、
トランジスターを取り付けている 4本のねじ
を外します。

口1. ファンモーターを付属の短い方（4 mm）のな
べねじ2本で取り付けます。

口2. シリコンコンパウンドをトランジスタの取
り付け位置（図の務部分7か所）に均一に少量
塗ります。

シリコンコンパウンドを塗るときは、手や
衣服につかないように注意してください。
誤って手や衣服についたときは、洗剤で洗
い流してください。
また、使用後のチューブはお子さまの手の
届かない所に保管してくださし〉。

口3. トランジスタ QI の取り付け部へ I OWファイ
ナルのQI の位置にあった絶縁板を移動し、
その上にシリコンコンパウンドを塗りま
す。その際、トランジスタ QI の取り付け部
の穴位置と絶縁板の孔を合わせてくださ
しユ。

75 



⑨ 

。
。0 2  0 6  QI  

ファンモータ

白 J

＠ 

⑬
＠
λ
口
H
M
M

＠
吋

RFユニッ卜の I J  
DRVへ川

（底面）
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口4. I OOWファイナノレユニットを放熱器にのせ、
トランジスタ Ql を付属の長い方（8 mm）のな
べねじで仮止めします。その際、トランジ
スタ Ql に付いている絶縁ワッシャーが浮き
上がったりしていないか確認してくださ

口5 トランジスタ Q4, Q5を付属の長い方（8mm)
のなべねじで仮止めします。

口6. トランジスタ Q2, Q3,  Q6,  Q7をP75の手順14
で外したなべねじで仮止めします。

口7. タップタイトねじでプリント基板を放熱器
に仮止めします。

口8. 仮止めした部分に無理が掛かっていないこ
とを確認し、すべてのねじを確実に締め付
けます。

日9. サーミスタを付属のタップタイトねじで
シャーシに耳又りイ寸けます。

日10. D Cコネクターを取り付けます。
口11. サージアプソーパをシャーシに取り付けま

す。
ご注意
このときD Cコネクター側のリード線がお互い
に接触したりシャーシに接触しないこと。

口12. ICl , 2, 3をスプリングでシャーシに固定しま
す。

口13. Wーから出ている赤白コード 2本のコネク
ターを取り付けます。

口14. W 4から出ている赤黒コードを取り付けま
す。（TS- 690Vで既に P A・51が組み込まれて
いるときのみ）

口15. W 6から出ている 4本のリード付きコネク
ターを中継コネクター側で取り付けます。
( TS- 690Vで既に P A・51が組み込まれている
ときのみ）

口16. CN2, 3, 4, 6( TS・690のみ），にコネクターを取り
付けます。

口17. ファンモータのリードイ寸きコネクターを
C NSとCN9に取り付けます。

口18. W l （ファイナル入力）に接続されている同軸
コネクターを R Fユニット側に取り付けま
す。
TS- 690の場合はC N7に同軸コネクターも取
りイ寸けます。

口19. 取り外した I OWユニットのCNl についてい
た同軸コネクターを、 100羽7ユニットの CNl
に取り付けます。

口20. 配線のスタイルどりをします。



電源

トランシーパー

〔接続例〕

ファイナルユニット

暗
唱 目白骨l目

・調整
[1］アイドリング調整

ご注意
パワーアップキットは工場出荷時にあらかじ
め調整きれていますので、必要以外との調整
は必要ありません。

1. D C安定化電源と D C電源コードの＋側との間に
電流計を接続します。ダミーロードまたは終端
形電力計をA N Tコネクターに接続します。

2. D C電源コードP G2 Xを接続します。

3. VR1, VR2を反時計方向に屈し切ります。

4. D C安定化電源の P OWE RスイッチをO N、つづ
いてトランシーパーのP OWE RスイッチをO Nに
します。

5. 周波数を 14. 200MHz、モードをUS Bにします。
MI Cつまみは反日寺言十方向に回し切り、 MI C端子
にはマイクロホンを接続しないでください。

6. REC/ S ENDスイッチをS E NDにします。

7. このときの電流計の値口。（A）］を配録しておきま
す。

8. VR l を少しずつ時計方向に閉して、 I o( A）十
250( mA）になるように調整します。このときの
電流計の値［ I 1( A) =I o( A）十 250( mA）］を記鎌して
おきます。

9. V R2 を少しずつ時計方向に屈して、 I 1( A）十
250( mA）になるように調整します。

10. RE C/ S ENDスイッチをR E Cにします。

11. トランシーノてーの P OWE RスイッチをOF Fに
し、 D C安定化電澱の P OWE Rスイッチも OF F
にします。

12. 6本のねじでフィ／レターユニットを取り付‘ けま
す。

13. リード（赤色）付きコネクターを取り付けます。

14. CNl およびCN2の同軸ケープ勺レを取り付けま
す。

15. フィルグーユニットのシールゾカバーを取り
イ寸けます。

16. ケースを取り付けます。
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[2］パワー調整
1. 下側ケースを外します。

2. D C電源コードを接続し、 A N Tコネクターに終
端形電力計、または夕、ミ←ロードと通過形電力
計を接続します。

3. D C安定化電源の P OWE RスイッチをO N、つづ
いてトランシーノてーのP OWE RスイッチをO Nに
します。

4. 周波数を14. 200MHz、モードをc wにします。

5. VR15を反時計方向に回し切ります。

6. C A Rつまみを中央にして、 REC/ S ENDスイッチ
をS E NDにします。

7. I FユニットのVR15を時計方向にゆっくり回し
て、 A N Tコネクターに接続した電力計で l OOW
に合わせます。

ご注意
l OOW以上にすると、高価なファイナルトラ

ンジスタなどを破損させることがあります。

。。 「一一一
v~a,o －圏圏園 L 一一一

口早旦包 l 』 ~is

IFユニット

固固
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8. REC/ S ENDスイッチをRE Cにします。

TS- 690Vの場合
続けて50MHz帯の調整をします。
1. 周波数を52. 20MHz，モードをc wにします。

2. REC/ S ENDスイッチをS E NDにします。

3. I FユニットのVR20を反時計方向に回して、電
力計の指示がl OWになるように調整します。

ご注意
l OW以上にすると、高価なファイナルトラ

ンジスタなどを破損きせることがあります。

4. REC/ S ENDスイッチをRE Cにします。

T S・450Vの場合
続けて温度プロテクションの調整をします。
1. A T  T UNEキーを押しながらP OWE Rスイッチ

をO Nにします。
2. 周波数を14. 2MHz、モードをc wにします。
3. P WRつまみを時計方向に回し切り、 C A Rつま

みを中央にします。
4. I FユニットのVR20を反時計方向に回し切りま

す。
5. REC/ S ENDスイッチをRE Cにします。
6. I FユニットのVR20を時計方向に回して、電力

計の指示がl OWになるように調整します。
7. REC/ S ENDスイッチをRE Cにします。
8. P OWE RスイッチをOF Fにします。

( POWERスイッチをOF Fにしないと、温度プ
ロテクションの調整モードが解除されず、出
力はl OWのままとなります。

[ 3] 28MHz帯のパワー調整

1. Sl をO Nにし周波数を14. 200MHz、
します。

モードをc wに

2. REC/ S ENDスイッチをS E NDにします。

3. I FユニットのVR19を回して、電力計の指示が
5 0Wになるように調整します。

4. REC/ SENDスイッチをRE Cにし、Sl をもとに戻します。

[4］内蔵パワーメーターの調整
1. 周波数を14. 200MHz、モードをc wにします。

2. REC/ S ENDスイッチをS E NDにします。

3. P WRつまみを回して、電力計の指示が9 0Wにな
るように調整します。

4. I FユニットのVR21を回して、パワーメーター
の l OOWのドットが点灯する直前に合わせま
す。

5. REC/ S ENDスイッチをRE Cにします。

孟玉三~~~電車 8

IFユニット

RF M 

VR21闇圏

引
回
附

ート

13じ
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VRI~ 里吉富。

圃改造後について
バワーアップの改造をしますと、ぞの後のアマ
チュア無線局の運用について法的扱いが変わって
きますのでご注意ください。
1. 第2級アマチュア無線技士以上の資格が必要で

す。
2. P A・450を取り付けたときは、 J ARLの登録機種

としては取り扱われません。従って、保証願書
の提出時に J ARL指定の用紙に送信機系統図を
記載して添付してください。

申請書の書き方は、 87ページを参照してくださ
い。

[5］プロテクションの調整
1. 「司波数を 14. 200MHz、モードを c wにします。

P WRつまみは時計方向に回し切ってくださいc

2. REC/ S ENDスイッチをS E NDにします。

3. C A Rつまみを回してパワーメーターの指示が
40Wになるように調整します。

4. REC/ S ENDスイ、ッチをRE Cにします。

5. A N Tコネクターから終端形電力計、またはダ
ミーロードと通過形電力計を外します。

6. REC/ S ENDスイッチをS E NDにします。

7. I Fユニットの VR16を回して、パワーメーター
の指示の 4 ドット目が点灯するように調整しま
す。

8. REC/ S ENDスイッチをRE Cにします。

[6］ローパワーの調整
1. 周波数を14. 200MHz、モードをc wにします。

2. REC/ S ENDスイッチをS E NDにします。

3. T X  MキーでA L Cにします。

4. C A Rつまみを回して、 A L Cのゾーン最大になる
よろに合わせます。

5. P WRつまみを反時計方向に回し切ります。

6. I FユニットのVR18 を回して、電力計の指示が
I OWになるように調整します。

7. REC/ S ENDスイッチをR E Cにします。

以上で調整は終了です。上側および下側ケースを
元どおり取り付けてください。

. HFの全バンドを50Wにするには
5 0Wにパワーダウンするには、 I FユニットのSl を
O Nにしてください。

ご注意
T S・690VのH F帯のみペワーアップしてからSl を
O Nにすると、 50MHz帯の送信出力も変化しま
す。
I Fユニットの VR20 を調整して最大出力を l OW
に再調整してください。
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6 同7. パワーアップキット（P A・51)
( TS・690Vのみ）

こ注意
このパワーアップキットは、 TS- 690Vの50MHz帯送信出力を5 0 Wにするためのキットです。 T S・6900か

らの改造については、当社サービスセンターにお問い合わせください。
測定器をお持ちでない方は販売店または当社サービスセンターで行ってください。有料となります。
なお、調整のみを依頼するときも有料となります。
パワーアップ後は、本体に付属のDC電源コードは使用できなくなります。別売のDC電源コード PG- 2Sま

たはPG- 2Xが必要です。将来、 HF帯もパワーアップしたい方はPG- 2Xを購入してください。

・用意する工具、測定器

． 

・プラスドライパー
・調整棒
・500（耐電力100W以上）のダミーロードと通過形電力

計または終端形電力計
・5 A程度の電流が測れる電流計またはテスター
・13. SV, 20A以上のD C安定他電源（PS- 53など）
・D C電源コードPG- 2SまたはPG- 2X（別売）
•M 型コネクター付き同軸ケーフソレ（ 5D-2V 以上、 lm

程度）

1. 上ケ←スを外します。

2. 背面のカバーを外します。

3. フィルターユニットのシールドカバーを外します。

4. 10羽7ファイナルユニットからフィルターユニットの
CN2に接続されている同軸ケーブルを外します。
（この同軸ケーブルは使用しません。）

5. パワ←アップユニットから出ている短い方の同軸
ケーブルを l OWファイナノレユニットのCN2に接続し
ます。

6. パワーアップユニットを 3本のねじで取り付けま
す。

ご注意
線材をシャーシ聞に挟まないでください。

7. チューブの付いている方の同軸ケープルをフィ Jレ
ターユニットのCN2に接続します。

8. 4ピンのコネクターを接続します。

9. 電源コードのコネクターを接続します。

I  AT . l = ＂／ト！

組み込みは終了です。

80 



・送信出力調整（ 1)

I TS- 690Vで川Z 帯のみパワーア y プし｜
たとき ｜ 

1. D C電源コードを接続し、 A N Tコネクターに終端
形電力計、またはダミーロードと通過形電力計を
接続します。

2. D C安定化電源の P OWE RスイッチをO N、つづい
てトランシーノ f ーのP OWE RスイッチをO Nにしま
す。

3. 周波数を52. 200MHz、モードをc wにします。
4. C A Rつまみを中央にして、 REC/ S ENDスイッチを

S E NDにします。
5. I Fユニットの VR15を時計方向に回して、 A N Tコ

ネクターに接続した電力計で5 0Wに合わせます。
ご注意
5 0W以上にすると、高価なファイナノレトラ

ンジスタなどを破損させることがあります。

亡
f

一一∞一一一品川

IFユニット

じ
6. REC/ S ENDスイッチをRE Cにします。
7. 周波数を14. 200MHz、モードをc wにします。
8. REC/ S ENDスイッチをS E NDにします。
9. I Fユニットの VR20を反時計方向に回して電力計

でI OWに合わせます。
ご注意
I OW以上にすると、高価なファイナルトラ

ンジスタなどを破損させることがあります。

圏圏

10. REC/ S ENDスイッチをRE Cにします0

・プロテクションの調整
1. 周波数を14. 200MHz、モードをc wにします。
2. P WRつまみを時計方向に回し切ります。
3. REC/ S ENDスイッチをS E NDにします。
4. C A Rつまみを回して、電力計の指示が4 Wになる

ようにします。
5. REC/ S ENDスイッチをRE Cにします。
6. A N Tコネクターから電力計を外します。
7. REC/ S ENDスイッチをS E NDにします。
8. I Fユニットの VR16を回して、トランシーパーの

ノT ワーメーターの6ドット目が点灯するようにし
ます。

9. REC/ S ENDスイッチをRE Cにします。

IFユニッ卜

じ
・送信出力調整（2)
T S・690VでHF帯と 5 0MHz帯を同時にパワー
アップしたとき

圏固

まずH F帯の調整を行います。（77～79ページ参照）

次に5 0MH帯の調整を行います。

1. 周波数を52. 200MHz、モードをC羽7にします。
2. C A Rつまみを中央にして、 REC/ S ENDスイッチを

S E NDにします。
3. I Fユニットの VR17をゆっくり回して電力計で

5 0Wに合わせます。
ご注意
5 0W以上にすると、高価なファイナルトラ

ンジスタなどを破損させることがあります。孟こ園？？里ろ圏 U

IFユニット
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6・8. アクセサリ一一覧表

品名 モデル 備考

PS- 23 V タイプに使用できます。

D C安定化電源 PS- 33 S, D, Vタイプに使用できます。

PS- 53 連続送信に使用できます。

PG- ZS D,  V タイプ用
D C電源コード

PG- 2Z Sタイプ用

タ十音日スピーカー SP- 23 

乱1C- 43S UP / DO羽TNスイッチイ寸き、ハンドマイク
ロホン

お1C- 60/S8 UP / DOWNスイッチ付き、単一指向性ダ
イナミック型

マイクロホン UP / DOWNスイッチ付き、無指向性エレ
民1C- 80 クトレットコンデンサー型

MC- 85 UP / DOWNスイッチ付き、単一指向性エ
レクトレットコンデンサー型

ヘッドホン HS- 5,  HS- 6 

温度補償型水晶発振ユニット S0- 2 

音声合成ユニット VS- 2 

トーンユニット TU- 8 レピータ用トーンエンコーダー

デジタ Jレシグナル DSP- 100 
プロセッサー

S S Bフィルター YK- 88S- 1, YK- 88SN- l  

YK- SSC- 1,  YK- SSCN- 1,  
c wフィルター YG- 455C- 1,  YG- 455CN- 1,  

YK- 455C- 1 

内蔵オートアンテナチューナー AT- 450 

外部オートアンテナチューナー AT- 300 

インターフェイス I F- 232C 

リニアアンプ TL- 922 ブノレブレークイン運用はできません。

5 0 MHz帯ノTワーアップキット PA- 51 T S幽 690Vのみに使用できます。

H F帯パワーアップキット PA- 450 
TS- 450V /D,  TS- 690V / Dタイプに使用で
きます。

車載アングル MB- 430 

ローノf スフィルター LF- 30A 

MB- 430の取り付け

スベーサーを取り付けます。 トランシーパーを耳文り付けます。
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7. 参考

申請書の書き方・TS- 450V
市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入の上、申請してください。

・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

別希望する周波数町範囲、空中線電力、電i皮肉型式

周波数帯 ｜空中韓電力｜ 電波町型式 II 周波数帯 ｜空中腕力 電波町型式

〕
〕

一一トー

一、J
一、J

－一’一

rhJ一、J一

n 工事設計 草1送信機 事2送信雄 第3送信機 車4送信機

変更町種別 取管増設撤去変更 取替増設撤去変更 取嘗増設撤去費E 取替噌置撤去聖E

技簡基卓通骨証明書号

;, 11111 
3. BMH 

発射開J能主 Al  7 MH 
1~1 _14MH 電i庄の型式、 18MH 

周波数町範側
21恥r n
24MH 

Al  10品r n
1t~f1{2sMHzll} 一 平衡変調

変調町方式 低電力変調
リアクタンス変調

定格出 JJ 10 w  w  w  w  

終 名称個数 2SC2509X 2  
段

管 電 圧 13. 8 V  V  V  V  

通信空中輔の型式 7聞櫨量制定量置l A 有（誤差 )  B 無
その他の工事設計 電波法事3章に組定する条件に告致している 1 1語付図面 ｜口送信機系統図

・アマチュア局免許申請の保証願
使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑥送信機の型名等（注！）
⑦糊するプース ⑧付属装置 ⑨ 
タ町型名寄（注 2) （注 3)

記入例 F B- 599DX 自作ブースタ 有

第 l 送信機 T S  450Vまたは 有B104S 

第 2送信機 有
ーEι3'  

第 3送信機 有 数

第4送信機 有 関
係

第 5送信機 有 な
く

第 6送信機 有 千

第 7送信機 有
円

第 8送信機 有

第9送信機 有

第10送信機 有

その他の事項．この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法
第 3 章に規定された条件に合致しています。

ご注意
1. 第4級アマチュア無線技士の方は、 A l および1. 9MHz帯、 10MHz帯、 14MHz帯、 18MHzは記入

しないでください。
2. 第3級アマチュア無線技士の方は、 10MHz帯、 14MHz帯は記入しないでください。
3. ※ 使用する空中線の型式を記入してください。

. TS- 450D 
第3級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入の上、申請して
ください。

・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

＂希望する周波数的範囲、空中線電力、電波町型式

周披歓帯 ｜空中腕力｜ 電波町型式 II 周波数帯 ｜空中韓電力

1. 9M '.I 25 :,I Al .  • • • ') 
，＿.，ーー ドヤ一 一一一一一一ーー一 一一一一一一一一ベー－オt-

3. 5M 1,1 25 1,1 Al  . A訂. A3 ，・）

電波町型式

、目J
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一、目J

一、目J

一、目J
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＂工事設計 第1送信機 第2送信機 第3送信機 第4送信機

変更の種別 取管増設撤去賓E 取替増設撤去変更 取替増設撤去費E 取替増誼撤去聖E

技栴基準適骨証明書号

3.5恥4
3. BM 

発射可能な
竜波向型式、 A  18M 
悶i度数の範捌

21恥伍
24M 

Al  I OM 
1t~JJ{ 28MHz•:I’ l  

←一一
平衡変調

変調町方式 低電力変調
リアクタンス変調

定格出 jJ 25 w  w  w  w  

終 名称個数 2SC2879 x  2  

段
管 電 圧 13. 8 V  V  V  V  

通信空中輔の型式 ｜周誼量制定葺置 i A 有｛誤差 )  B 無
その他の工事置計 竜雄法第3章に規定する条件に合致している｜ 添付図面 ｜臼送信機系統図

・アマチュア局免許申請の保証願
使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑥送信機の型名等（注！）
⑦接続するプーz ⑧付属装置 ⑨ 
タの型名等（注 2) （注 3)

記入例 F B- 599DX 自作ブースタ 有

第 I 送信機 T S  450Dまたは
有Bl 05S 

第 2送信機 有
t, 

第3送信機 有 数

第 4送信機 有 関
係

第 5送信機 有 な
く

第 6送信機 有
千

第7送信機 有
円

第自送信機 有

第目送信機 有

第10送信機 有

その他の事項：この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法
第 3 章に規定された条件に合致しています。

ご注意
1. 第3級アマチュア無線技士の方は、 10MHz帯、 14MHz帯は記入しないでください。
2. ※ 使用する空中線の型式を記入してください。
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置TS- 450Sを固定局で申請するとき
第2級アマチュア無線技士以上の資格があり、 TS- 450Sで申請する場合、市販の申請書に下記の事項をまちがいな
く記入の上、申請してください。

•rs-450S を移動局で申請するとき
第2級アマチュア無線技士以上の資格があり、 TS- 450Sで申請する場合、市販の申請書に下記の事項をまちがいな
く記入の上、申請してください。

・無線局事項書及び工事設計書（裏面） ・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

＂晶望する周波数の範囲、空中線電力、電波の型式 ＂希望する周波数の範囲、空中線電力、電 1皮肉型式

周波数帯 ｜主中韓電力阿波数帯 ｜空中韓革力 電波円型式 電波町型式 局波数帯 i空中蒔主h 電i症の型式 周波数帯 i空中轟電力 電波町型式

EW性で V I  V  V  V  

"  J.: 事設計 事 1 送信機 第2 送信機 事3送信機 第4送信機

変史的種別 取岱増設撤去変更 lit替増設撤去変E 取替増設撤去変E 取替増設撤去変E

tt開基準適合証明番号

I  A l  l . 9 MHz i  3 . 5MHz  
3 . 8MHz  

A: l J  14MHz : t”z  持l岱i'. 「電i庄内司，，式、 A3  1 8MHz  
2 1 MHz  

周波数の範阿 2 4MHz  
Al  1 0MHz  
1A:~i1128 恥 rnz'l1

｝一一ー一一一一一一一一一一 ←一一一一
平衡変調

変調的方式 低電力変調
リアクタンス変調

定格出力 50 明 w  w  w  

終 名称イ回数 2SC2879X 2  

段

管 電 圧 13. 8 V  V  V  V  

送信空中轄の型式 ｜周誼世醐主葺置 I A 有（誤差 )  B 無

その地の工事設計 電波法事3章に規定する条件に合致している｜ 添付図面 ｜口送信機系統図

"  工事設計 第1送信機 ｜ 革2送信機 ｜ 事3送信機 ｜ 第4送信機

変更の種別 取管場設撤去変＂ I 取件増設撤去変史｜取岱嶋茂撤去変更！取普増設撤去変更

!l 高基準適合証明書号
付
巾
川
品
川
榊
山
川
帯
都
山
帯
川
市
助
市
山
山
品
川

z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
 

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
 

M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
 

9
5
8
7
4
8
1
4
0
8
 

1
1
2
2
1
2
 

1
3
3

（
 

l
J
 
3
3
 

A
F
 

J

’
 

1
1
3
3
1
1
3
 

A
A
A
A
A
A
A
 

附

な
式
範

能
型
の

司
の
数

射
法
波

発
屯
同

'  ト一一一一一一一一一一一一一
平衡変調

変調の方式 ｜低電力変調
リアクタンス変調

定格II', 1, I  100 w  w  、制 w  

!__i!J ，空中幅の型式 1 1周雌腕時 IA 有（誤差 ） B 無
利他の工事設計｜電i度法制章に抗する条件に合致している l 添付図面 l口送信機械図

・アマチュア局免許申請の保証願 ・アマチュア局免許申請の保証願

使用するトランシーパ（送信装置） 使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑥送信機の型名等（i主1)
⑦持続するブス ⑧付属装置 ⑨ 
タの型名等（注 2) （注 3)

記入例 F B- 599DX 自作プースタ 有

第 l 送信機 T S  450Sまたは 有B106H 

第 2送信機 有
4仁3a、

第 3送信機 有 数

第 4送信機 有 関
係

第 5送信機 有 な
く

第日送信機 有
千

第 7送信機 有
円

第 8 llij日機 有

第 9送 fj繍 有

第10送信機 有

その他の事項：この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法

第 3 章に規定された条件に合致しています。

送信機番号 ⑥送信槻の型名等（注 1)  
⑦揖続するフース ⑧付属装置 ⑨ 
タの型名等（注 2) （注 3)

記入例 F B- 599DX 自作ブースタ 有

第 1送信機 T S  450Sまたは 有Bl 06M 

第 2送信機 有
ぷ＂＇品、

第 3送信機 有 数

第 4送信機 有 関
係

第 5送信機 有 な
く

第 6送信機 有
千

第 7送信機 有
円

第 8送信機 有

第 9l重信機 有

第 10送信機 有

その他の事項。この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法

第 3 章に規定された条件に合致しています。

ご注意 ｜ ｜ご注意
※ 使用する空中線の型式を記入してください。 I  i※ 使用する空中線の型式を記入してください。
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•rs ・ 690V
市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入の上、申請してください。

・無線局事項書及びエ事設計書（裏面）

n 工事設計 第1送信機 車2送信機 第3送信機 第4送信機

変更の種別 取替増設 t散去変更 取管増設徹去変更 取E季地誼撤去変更 取替増設』散去変直

技開基準適合証明番号

Al  19,JH~ 帯帯帯帯帯帯3 . 5MH 
3 . BMH 

A3J  14MI王

屯波の.，，，式、 Al  )f~~~ 帯帯帯符帯周波数の範側 2 4MH 
Al  l OMH 

i  AL A3 J f 28MH 
A3, F3 S OMH 

平衛変調
変調の万式 低電力変調

リアクタンス変調

定絡出力 10 w  w  w  w  

終 名称個数
2SC2509X2 
M57735 X  1  ( 50MHz帯）

段

管 電 圧 13. 8 V  V  V  V  

通信空中輔の型式 ｜間世量制定量置 I A 有（誤差 )  B 無
その他の工事設計 電波法第 3章に規定する条件に合致している！ 添付図面 l口送信機系統闘

・アマチユア局免許申請の保証願

使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑤送信機の型名等（注 1)
⑦接続するブース ⑧ i隅装閏 ⑨ 
タの型名等（注 2) ( i i  3)  

記入 例 F E  5 9 9 DX  自作ブースタ 有

第 1送信機 工己 690Vまたは 有B101S 

第 2送信機 有
台

第 3送信機 有 数

第4送信縄 有 関
係

第 5送信機 有 な
く

士官 6 送信機 有
千

第 7送f,-j機 有
円

第 8 送信機 有

第 9 送信機 有

第10送｛ι機 布［

その他の事項：この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法
第 3 寧に規定された条件に合致しています。

ご注意
1. 第4級アマチュア無線技士の方は、 Al および1. 9MHz帯、 10MHz帯、 14MHz帯、 18MHz は記入

しないでください。
2. 第3級アマチュア無線技士の方は、 10MHz帯、 14MHz帯は記入しないでぐださし〉。
3. ※ 使用する空中線の型式を記入してください。

. TS- 690D 
第3級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入の上、申請して
ください。

・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

n 工事設計 草 1送信機 事2送信機 第3送信機 革4送信機

変更の種別 耳＇嘗増設倣去変更 取普増設撤去変E 取普増設撤去変更 取替増設撤去変更

技術基準適合証明番号

Al  1  ‘  9MHz骨F’4也百百企企T,  子量aド'  3晶5品1:Hz
3  8MHz  

発射可能な Al  
7MHz .，帯帯帯叩：；叱}  子A3J  14MHz  

屯波町閉式、 A3  18MHz  
21MHz  

問波教の範附 24MHz  
Al  10MHz帯＇：？・，.す'  ーA L A刊28MHz
A3, F3 50MHz  

←一一
平衡変調

変調グ）方式 低電力変調
リアクタンス変調

定格出力 25 w  w  w  、v
終 名称個数

2oC2R79×2  
2: i C2879X2( 50MHz措）

段

管 電 圧 13. 8 V  V  V  

送信空中輔の型式 ｜周櫨量制定華置 I A 有（誤差 )  B 無
その他の工事設計 電波法第 3章に現定する条件に惜している｜ 添付図面 ｜口送信機系統図

・アマチュア局免許申請の保証願

使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑤送信機の型名等（1主I)
⑦接較するフ ス ⑧付属装置 ⑨ 
タの型名等（注 2) （注 3)

記入！日j F E田5 9 9 DX 白作ブースタ 有

第 I 送信機 T S  690Dまたは
有Bl 02L 

第 2送信機 有
ti 

第 3 送信機 有 数

第 4送信機 有 関
係

第 5送信機 有 な
く

第 6 送信機 有
千

第 7送｛バ権 有
円

第 8 送信機 有

第 9送信機 有

第10送信機 有

その他の事項 この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法
第 3 章に規定された条件に合致しています。

ご注意
1. 第3級アマチュア無線技士の方は、 10MHz帯、 14MHz帯は記入しないでください。
2. ※ 使用する空中線の型式を記入してください。
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•rs-690S を固定局で申請するとき
第2級アマチュア無線技士以上の資格があり、 TS- 690Sで申請する場合、市販の申請書に下記の事項をまちがいな
く記入の上、申請してください。

・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

＂希望する周波数の範囲、空中線電力、電波町型式

周波数帯 ｜空中韓電力 電波町型式 周波数帯 ｜空中韓電力 電波町型式

＂工事設計 革 1送信機 第2送信機 車3送信機 第4送信機

変更の種別 取替増設撤去変更 取替増設撤去 n 取替増設撤去変更 取替噌設撤去聖E

fl 甫基準適合証明番号

発射可能な Al  
電波町型式、 111 
周波数的範阿

Al  
Al ,  
A3,  

」一一一

平衡変調
変調の方式 低電力変調

リアクタンス変調

定格IP, /1 100 明 w  明 w  50 

終 名称梱数
2S0879 X2 
2SC2879 x  2( 5nMHz帯）

Ui' 
菅 電 圧 13. 8 V  V  V  V  

通信空中障の型式 ｜周世量制定装置 I A 有（誤差 )  B 無
その他の工事誼計 電波法第3章に規定する条件に合致している l 添付図面 ｜口送信雄系統図

・アマチュア局免許申請の保証願

使用するトランシーハ（送信装置）

送信機番号 ⑥送信機の型名等（注 I )
⑦揖続するフ〕ス ⑧付属装置 ⑨ 
タの型名等（注 2) ｛注 3)

記 入例 F B  5 9 9 DX  自作ブースタ 有

第 l 送信機 T S  690Sまたは
有B103H 

第 2送信機 有
－仁Lヨa、

第 3 送信機 有 数

第 4送信機 有 関
係

第 5 送信機 有 な
く

第 6 送信機 有
千

第 7送信織 有
円

第 8 送信機 有

第日送信機 有

第10送信機 有

その他の事項 この送信装置の電波の賀及び空中線電力は、電波法

第 3 章に規定された条件に合致しています。

ご注意
※ 使用する空中線の型式を記入してください。
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・TS- 690Sを移動局で申請するとき
第2級アマチュア無線技士以上の資格があり、 TS- 690Sで申請する場合、市販の申請書に下記の事項をまちがいな
く記入の上、申請してください。

ご注意

・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

剖希望する周波数の範囲、空中線電力、電波の型式

周波数帯 ｜空中韓電力 電波の型式 周波数帯 ｜空中韓電力 電i皮肉型式

"  工事設計 ｜ 草 1送信機 ｜ 草2送信機 ｜ 革 3送信機 ｜ 第4送信機

変更の種別 ｜附増設撤去変更｜醐増設惜去変更｜取替増設撤去変更｜哨増設撤去変更

技楠基準過fr証明番号

発射可能主

電波の別式、

周波数の範附

変調の方式

定格/1',}J

料 名称j回数

段ト一一一一一
菅電圧

Al  1.  9MHz・: i l  
( 3. 5MH凶作
I  3.8 恥 1Hz• ：仔

Al  I  7MHz  l作
A3J  i  14MH副作
A3 I  l SMH凶作

I  21MHz•:r1 
I  2 4 '在Hz・：仔

Al  l OMHz・: l l  
Al . A3J / 28MH凶作
A3 F3 ¥50MHz都

千衡変調
低電力変調
リアクタノス変調

50 W 

2SC2879 X2 
2S0879 x  2( 50MHz帯）

13. 8 V  

w  w  w  

V  V  V  

通信空中組問型式｜ ｜周雄監制定韮置 I A 有（誤差 ） B 無
その他の工事訴十！電i肱革3章に現定する条件に合致している｜ i需付図面 ｜口送信機系統図

・アマチュア局免許申請の保証願

使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑥送信機の型名等（注 I)
⑦接続するブーz ⑧付属装置 ⑨ 
タの型名等（注 2) （注 3)

記 入例 FB- 599DX  自作ブースタ 有

第 I 送信機 TS- 690Sまたは
有B103M 

第 2送信機 有
ぷCl品、

第 3 送信機 有 数

第 4送信機 有 関
係

第 5送信機 有 な
く

第 6 送信機 有
千

第 7送信機 有
円

第 8送信機 有

第 9送信機 有

第10送信機 有

その他の事項：この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法

第 3 章に規定された条件に合致しています。

※ 使用する空中線の型式を記入してくださしユ。



•rs-450V に PA ・ 450 を取り付けたとき
第2級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。申請する場合は市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入
の上、申請してください。
※ 印の箇所には、下記の表より該当する事項を記入してください。

・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

周波数帯 ｜空中韓電力 電波町型式

＂工事設計 第1送信機 第2送信機 事3送信機 事4送信機

変更の種別 取替増詰撤去変更 取嘗増設撤去変更 取替増設撤去変更 取嘗噌茸撤去変更

技lfi基準適合証明番号

3. 8MHz  
発射可能な

屯波町剤式、 A3 18恥1Hz・:
21MHz・:  

周波数の範附 24MHz  
Al  10MHz  
11:~]1{ 28MHz-：一"'  

ι一一

‘ド向J変調
変調の方式 低，i;JJ 変，j,j

IJ アクタンス変制

定格H',!J 100 w  w  w  w  

終 名称個数 2SC2879× 2  

段
菅 電 圧 13. 8 V  V  V  V  

通信空中輔の型式 1融制措置l A 有（誤差 )  B 無
その他の工事設計 電波法第3章に盟主する条件に合致している｜ 添付図面 口送信機系統図

・アマチュア局免許申請の保証願

使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑥送信機の型名等（注 1)
⑦接続するブース ⑧付属装置
タの型名等（注 2) （注3)

記 入 例 F B・5 9 9 DX 自作ブースタ 有

第 l 送信機 自作 有

第2送信機 有

第3送信機 有

第 4送信機 有

第5送信機 有

第6送信機 有

第7送信織 有

第8送信機 有

第9送信機 有

第10送信機 有

その他の事項 この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法
第 3 章に規定された条件に合致しています。

ご注意
※ 使用する空中線の型式を記入してください。
・申請の際は送信系統図が必要です。

⑨ 

ti A、
数

関
係
な
く

千
円

. TS- 690VにPA- 450を取り付けたとき
第2級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。申請する場合は市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入
の上、申請してください。
※ 印の箇所には、下記の表より該当する事項を記入してください。

・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

周波数帯 ｜空中韓電力 電波の型式

"  工事設計 事1送信機 第2送信機 第3送信機 第4送信雄

変更の種別 取腎増設撤去変更 ］（普増設撤去変更 取管増設撤去変更 取替相誼撤去変更

技桁基準適合証明番号

Al  1. 9MHz格帯帯帯待子3. 5MHz  
3  8MHz  

発射可能な Al  7MHz  
A3J  14MHz  

電波町型式、
A3 18Mi~ 者帯帯帯帯帯手周波数の範同

21恥4
24恥4

Al  10M 
Al ,  28M 
A3 ~］ 1(so 恥任

ト 一 一 ← 
、F衡変調

変調的方式 低屯 ）］＇~ 調

リアクタンス変調

定栴出 }j 100 w  w  w  w  10 

許 名称個数
ZSC2879X 2  
M57735 x  1150MHz帯）

段

管 電 圧 13. 8 V  V  V  V  

送信空中韓の型式 ｜周櫨世制定華置 I A 有（誤差 )  B 無
その他の工事設計 電蹴草3章に粧する条件に合致している｜ 添付図面 l口送信機系統図

・アマチュア局免許申請の保証願

使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑥送信機の型名等（注 I )
⑦接続するブース ⑧付属装置
タの型名寄（注2) (z主3)

記入例 FB- 599DX  自作ブースタ 有

第 l 送信機 自作 有

第2送信機 有

第3送信機 有

第 4送信機 有

第5送信機 有

第6送信機 有

第7送信機 有

第8送信機 有

第9送信機 有

第10送信機 有

その他の事項 この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法
第 3 章に規定された条件に合致しています。

ご注意
※ 使用する空中線の型式を記入してください 0

・申請の際は送信系統図が必要です。

⑨ 

ii 
数

関
係
な
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•rs ・ 690V に PA ・ 51 を取りイ寸けたとき
第2級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。申請する場合は市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入
の上、申請してください。
※印の箇所には、下記の表より該当する事項を記入してください。

・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

＂希望する潤波数町範囲、空中線電力、電 i庄内型式

＂工事設計 第 1送信機 草 2送信機 車3送信機 事4送信機

変更向精月 IJ 取符増設撤去変史 取替増設撤去変更 取l } 増設 l激去変更 取替増設撤去変更

桂樹基準適合証明番号

A l  1. 9/ ! Hz骨帯帯帯帯手持子3  5 MHz  
3  8 MHz  

発射可能な A l  7 MHz  
A3 J  1 4MHz  

電池の型式、 A 3  1 8MHz  

周波数の範川 2 1 MHd骨告’符持子？ 2 4MHz  
A l  1 0MHz  
A l . A叫2 8MHz
A3 , F 3  5 0MHz  

平衡変調
変調内方式 低電力変調

リアクタンス変調

a: 格出力 10 w  w  w  w  50 

料 名称個数
2SC笥09X2
2SC2E79X2( 50MHz帯）

段
管 電 庄 13. 8 V  V  V  V  

通信空中棋の型式 ！周櫨量制定装置 f A 有（誤差 I  B 量

その他の工事設計｜電i蹴草3章に駐する条件に合致している｜ 添付図面 ｜口送信機系統図

・アマチュア局免許申請の保証願

使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑥送信機の型名等｛注 I )
⑦接続するプ－J, ⑧付鴎装置
タの型名等（注 2 ) （注 3)

記入例 F B - 5 9 9 DX  自作ブースタ 有

第 l 送信機 nn, 有

第 2 送信機 有

第3送信機 有

第 4 送信機 有

第 5 送信機 有

第 6送信機 有

第 7送信機 有

第8送信機 有

第 9 送信機 有

第10送信機 有

その他の事項．この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法
第 3 章に規定された条件に合致しています。

ご注意
※ 使用する空中線の型式を記入してください 0

・申請の際は送信系統図が必要です。
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. R T T Yの申請方法
本機により、 RTTY( Radi o Tel etype）を併せて申請する場合は、電波の型式欄にFl を追加記入してくださ

い。ただし、 1. 9MHz帯ではR T T Yは許可されません。また、送信機のどの部分に付属装置を付設している
のかを示す構成図および付属装置の諸元を記載した資料の提出が必要です。

・パケット通信の申請方法

( l ) RTTY装置の諸元例
①方式： F S K方式
②通信速度： 45.5ボー
③符号構成： 5単位R T T Y符号
④周波数傭移幅： 170Hz

( 2) RTTY装置と送信機の接続

本機により、パケット通信を併せて申請する場合は、 S S Eモードを使用するときはFl , F Mモードを使用
するときはF2を電波の型式欄に追加記入してください。ただし、 Fl は1. 9MHz帯では許可されません。 F2
も1.9～24MHz帯で、は許可されません。また、送信機のどの部分に付属装置を付設しているのかを示す構成
図および付属装置の諸元を記載した資料の提出が必要です。

(1）パケット通信装置の諸元例

Fl の場合

方式 A F S K方式

通信速度 300ボー

周波数偏移幅 士l OOHz

副搬送波周波数 1700Hz（パケット通信装置により異なります）

符号構成

( 2）パケッ卜通信装置と送信機の接続

AX. 25プロトコル準拠

送信機の機種名または

登録番号

パケット通信装置

F2の場合

A F S K方式

1200ボー

±500Hz  

1700Hz 

AX. 25プロトコル準拠



電波障害について

「電波を発射する前に」
日本アマチュア無線機器工業会（J AI A)

ハムバンドの近くには、多くの業務用無線局
の周波数があり運用されています。これろの無
線局の至近距離で電波を発射するとアマチュア
局が電波法令を満足していても、不測の電波障
害が発生することがあり、移動運用の際は十分
ご注意くだ、さい。特に次の場所での運用は原則
として行わず必要な場合は管理者の承認を得る
ようにしましょう。
民間航空機内、空港敷地内、新幹線車両内、

業務用無線局及び中継局周辺等。
（参考）無線局運用規則第258条

アマチュア局は白局の発射する電波が
他の無線局の運用又は放送の受信時に支
障を与え若しくは与えるおそれがあると
きは、すみやかに当該周波数による電波
の発射を中止しなければならなしヨ。
以下略

アマチュア無線局は、自局の発射する電波がテ
レビやラジオ、ステレオの受信や再生に障害を与
えたり、障害を受けている旨の連絡を受けた場合
は、電波法令（無線局運用規則258条）に従ってただ
ちに電波の発射を中止し、障害の有無および、程度
を確認してください。
障害が自局の電波によるものであると確認され

た場合、送信側の原因か受信側の原因か大体の見
極めをつけるにはかなりの専門的知識を要する場
合もありますので、次のようにして処置を取られ
るのも一方法と思います。
．送信機が寄生振動などの異常動作をしている場

合、最寄りの当社通信機サービス窓口に修理を
お申しつ付くださるようお願いします。

．受信側に原因がある場合、その対策は単に技術
的な問題に止まらず、ご近所との交際上なかな
か難しい場合が見受けられます。従って、この
ような場合も総合してアマチュア局による電波
障害問題の対策と障害防止について、（社）日本
アマチュア無線連盟( J ARL）の事務局に相談され
ると良い結果が得られると思います。なお、
J ARLではアマチュア局の電波障害対策の手引
きとして「アマチュア無線と電波障害・原因／対
応」を用意しております。

（社）日本アマチュア無線連盟( J ARL)
干170 東京都豊島区巣鴨1・14-2

告ダイヤルイン（03)5395・3111～3113
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l説教帯 i 送信局度数（MH  z)  V  E 日1 （門 H z)  

1 . 8  1 1 . 9 0 7 5～ 1  .  9  1  2  5  7 4 . 9 5 7 5～ 7 4 . 9 6 2  
3  .  5～ 3.  5  7  5  7  6  .  5  5～ 7 6 . 6 2 5  

3  .  5  
3  .  7  9  1～ 3  .  8  0  5  7  6  .  8  4  1～ 7 6 . 8 5 5  

7  • 0～ 7  .  1  8  0  • 0  5～B  0  • 1  5  
1  0  1  0  .  1～ 1  0  .  1  5  8  3  .  1  5～ 8  3  • 2  

亡J 内 T S  4  5  0  S. D  ?' 17'  1  4  1  4.  0～ 1  4  .  3  5  8  7  • 0  5～ 8  7  • 4  

f二1内オプシヨ点者時
1  8  1  8  • 0  6  8～ 1  8  .  1  6日 9  1  • 1  1  8～ 9  1  2  1  8  
2  1  2  1  0～ 2  1  • 4  5  9  4  .  0  5～ 9  4  .  5  
2  4  2  4  .  8  9～ 2  4  .  9  9  9  7  .  9  4～ 9  8  .  0  4  
2  8  2  8  .  0～ 2  9  • 7  1  0  1  .  0  5～ 1  0  2  • 7  5  

TS- L i . SO送信系統図
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I事政怖｜ 送信1電波数（MH  z〕 V C0 1  ( MHz )  

1 . 8  1 1 . 9 0 7 5～1  .  9  1  2  5  7 4 . 9 5 7 5～7 4 . 9 6 2 5  

3  .  5  I  
3  • 5～3  • 5  7  5  7  6  .  5  5～7 6 . 6 2 5  

3  • 7  9  1～3  • 8  0  5  7  6  .  8  4  1～7 6 . 8 5 5  

7  .  0～7  • 1  8  0  .  0  5～B  0  .  1  5  
1  0  1  0.  1～1  0  • 1  5  8  3  • 1  5～8  3  .  2  

「コ内 T S  - 6  9  0  S，円イプ 1  4  1  4  .  0～1  4  • 3  5  8 7 , 0 5～6  7  .  4  

［二］内オプション装着時
1  8  1  8  .  0  6  8～1  8  .  1  6  8  9  1  .  1  1  8～9  1  .  2  1  8  

2  1  2  1  0～2  1  .  4  5  9  4  .  0  5～9  4  .  5  
2  4  2  4  .  8  9～2  4  .  9  9  9  7  .  9  4～9  8  0  4  

TS- 690SATは サ 2  8  0～2  9  .  7  1  0  1  .  0  5～ 1  0  2  7  5  

標準装備 5  0  • 0～5  4  .  0  I  1  2  3  .  a  s～1  2  7  .  0  5  

送信機系統図・TS・690
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mf T  S  6  9  0送信系統図
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回路図 ご注意：回路は技術開発にf半し〉変更することがありますo
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SELECT UNI T ( X59- 3920- XX)  
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